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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Integration 環境のための統合ソ リ ューシ ョ

ンを設計する方法について説明します。 このマニュアルでは、 主要な設計概念を

定義して、 包括的に解析されたビジネスおよび技術的な要件に基づいて統合要件

を決定し、 高可用性、 信頼性、 パフォーマンス、 スケーラビ リ テ ィ、 およびセ
キュ リテ ィの目標を達成するための統合ソ リ ューシ ョ ンを設計する方法について

説明します。

WebLogic Integration の概要についてのマ
ニュアル

このマニュアルは、 BEA WebLogic Integration の概要、 および WebLogic 
Integration の機能を統合ソ リ ューシ ョ ンの設計、 開発、 デプロイ メ ン トのさまざ
まな段階でどのよ うに使用するかについて説明した 4 冊のマニュアル シ リーズ
の 1 つです。 まずこれらのマニュアルで WebLogic Integration の機能を包括的に
理解して ください。 他の 3 冊のマニュアルの内容は、 以下の通りです。

� 『WebLogic Integration 入門』 － WebLogic Integration の概要について説明し
たマニュアルです。 このマニュアルでは、 異種のフラグ メ ン ト化されたビジ

ネス  システムが集まっている今日の E ビジネスが直面している統合問題に
ついて概説します。 次に、 WebLogic Integration が E ビジネスの統合問題を
解決するために提供する  Application Integration、 B2B Integration、 Business 
Process Management、 および Data Integration の各機能について説明します。

� 『WebLogic Integration チュート リ アル』 －サンプル統合アプリ ケーシ ョ ンに
ついて説明したマニュアルです。 このサンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 サプ
ラ イチェーン ハブをデプロイして、 ビジネス  パートナを接続し、 複数のビ
ジネス  プロセスを自動化し、 バッ クエンドのエンタープラ イズ情報システム
を統合します。 このマニュアルでは、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンの設定およ
び実行方法と、 WebLogic Integration を使用して統合ソ リ ューシ ョ ンを構築
および開発する方法について学習します。
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� 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 －統合ソ リ ュー
シ ョ ンを開発からプロダクシ ョ ン環境に移行する方法について説明したマ

ニュアルです。 このマニュアルでは、 統合アプリ ケーシ ョ ンのコンフ ィグ

レーシ ョ ン、 スケーリ ング、 移植、 およびパフォーマンス  チューニングにつ
いて学習します。

これらのマニュアルの内容を理解したら、 WebLogic Integration の機能に関する
詳細マニュアルに進んでください。

このマニュアルの内容

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「はじめに」 では、 主要な設計概念、 ロール、 および設計タスクにつ

いて説明します。

� 第 2 章 「統合ソ リ ューシ ョ ンの要件の決定」 では、 ビジネスおよび技術的な

解析に基づき統合要件を決定する方法について説明します。

� 第 3 章 「統合ソ リ ューシ ョ ンの設計」 では、 WebLogic Integration 環境の統
合要件を満たすソ リ ューシ ョ ンのアーキテクチャを設計する方法について説

明します。

対象読者

このマニュアルは主に、 WebLogic Integration を使用して実装される統合の調査
および設計を担当する統合スペシャ リ ス ト を対象と しています。

統合スペシャ リ ス トは、 ビジネス  アナリ ス トおよびテクニカル アナリ ス ト と と
もに、 各統合プロジェ ク トの目標、 要件、 およびスコープを定義します。 その

後、 設計パターンとベス ト  プラ クテ ィ スに基づいて  WebLogic Integration 環境の
ための統合アーキテクチャを設計します。

したがって、 統合スペシャ リ ス トは、 WebLogic Integration のアーキテクチャ と
機能に精通している必要があ り ます。 このマニュアルを使用する前に、 まず

『WebLogic Integration 入門』 を読んでください。
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このマニュアルでは、 WebLogic Integration サンプル アプリ ケーシ ョ ンを頻繁に

参照します。 このマニュアルを使用する前に、 まず 『WebLogic Integration 
チュート リ アル』 の特に第 1 章 「はじめに」 と第 3 章 「統合ソ リ ューシ ョ ンの設

計」 を読み、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンに精通するこ とから始めて ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから

このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます >

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Integration  マニュアル CD にあ り ます。

PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を

書籍の形式で印刷できます。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト

（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊

社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、

WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者

が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 BEA WebLogic Integration リ リース  7.0 のドキュ

メ ン ト ご使用の旨をお書き添え ください。

本バージ ョ ンの WebLogic Integration について不明な点がある場合、 または 
WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSUPPORT （http://websupport.bea.com/custsupp） を通じて BEA カスタ

マ サポート までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法につい

ては、 製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載され

ています。
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カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ

らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float
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太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
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WebLogic Integration ソ リューシ ョ ンの設計 1-1

1 はじめに

以下の節では、 統合ソ リ ューシ ョ ンを設計するプロセスを紹介します。

� 統合の主要な設計概念

� 統合ソ リ ューシ ョ ン設計のロール

� 主要な設計タスク

このマニュアルは、 統合スペシャ リ ス ト を対象と した、 WebLogic Integration に
基づく ソ リ ューシ ョ ンを設計するための手引き書です。 このマニュアルでは、 ま
ずビジネスおよび技術的な要件のレベルで統合スペシャ リ ス トが確認する必要の

ある主要な WebLogic Integration の概念について説明し、 続いてそれらの主要な
概念を  WebLogic Integration を使用して統合ソ リ ューシ ョ ンのアーキテクチャ設
計で実装する方法について説明します。

注意 : 統合ソ リ ューシ ョ ン全体では、 統合ソ リ ューシ ョ ンの手法、 プロジェ ク
ト管理の手法、 ビジネスおよび技術的な指定の手法など、 このマニュア

ルの範囲から外れる多くの手法が関与します。 このマニュアルは、 統合

ソ リ ューシ ョ ン全体の中で、 WebLogic Integration に基づく統合ソ リ ュー
シ ョ ンの設計に直接関連する部分を取り扱う こ とでそれらの手法を補足

します。

このマニュアルでは、 ビジネス要件を指定する方法や統合を設計する方法の例と

して WebLogic Integration のサンプル アプリ ケーシ ョ ンを利用します。統合スペ
シャ リ ス トは、 『WebLogic Integration チュート リ アル』 を読んでこのサンプル 
アプ リ ケーシ ョ ンを理解しておく必要があ り ます。

統合の主要な設計概念

以下の節では、 主要な設計概念について説明します。

� ビジネス  プロセス

� 統合ソ リ ューシ ョ ン
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� 設計目標

� 設計上の考慮事項

� ベス ト  プラ クテ ィ ス と設計パターン

ビジネス プロセス

ビジネス プロセス とは、 始ま り と終わりがあ り、 入力と出力が明確に定義され
ている、 相互に関連したビジネス  アクテ ィ ビテ ィのま と ま りのこ とです。 ビジ
ネス  プロセスには、 開始イベン ト、 参加アプリ ケーシ ョ ン、 イベン ト定義、
データ  ト ランスフォーメーシ ョ ン、 マッピング、 プロセス定義など、 特定の統
合ソ リ ューシ ョ ンに関連するすべての情報が含まれます。 ビジネス  プロセスは、
販売注文から届け先住所を取得するよ う な単純なものから、 特定の品目について

の価格と在庫の情報を複数のサプライヤから得るよ う な複雑なものまでさまざま
です。

統合ソリューション

統合ソ リ ューシ ョ ンには、 1 つまたは複数の関連するビジネス  プロセスの統合が
伴います。 たとえばある企業で、 仕入れ処理とサプラ イヤをよ り よ く統合する必

要がある と します。 その統合ソ リ ューシ ョ ンに含まれるビジネス  プロセスは以
下の 2 つが考えられます。

� サプライヤからの入札の受け付け

� 発注の処理

ビジネス プロセスは、 以下のよ う な要素に分割できます。

� 発注書の作成と承認

� 発注書の更新または編集

� 発注書の変更の処理

� 発注書の取り消し
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統合ソ リ ューシ ョ ンは、 複数のシステム、 地域、 および組織をまたがる場合があ

り ます。 たとえば、 Web 上で複数のサプライヤから入札を受け付ける場合は、
バイヤの仕入れシステムとサプライヤの販売および在庫システムを統合する必要

があ り ます。

統合ソ リ ューシ ョ ンの詳細については、 2-2 ページの 「統合ソ リ ューシ ョ ン と ビ
ジネス  プロセスの定義」 および 2-17 ページの 「統合ソ リ ューシ ョ ンと ビジネス  
プロセスの指定」 を参照して ください。

設計目標

設計目標とは、 統合ソ リ ューシ ョ ンの正否を判断する大まかな基準のこ とです。

一般的な設計目標には以下のものがあ り ます。

� 可用性－統合ソ リ ューシ ョ ンは、 ハードウェアやネッ ト ワークで障害が発生

したと きにはフェイルオーバが機能し、 可用性が十分に確保されていなけれ

ばな り ません。

� 信頼性－統合ソ リ ューシ ョ ンでは、 ト ランザクシ ョ ンの管理、 データの処理

と検証、 およびデータ整合性の確保が確実に行われなければなり ません。

� パフォーマンス－統合ソ リ ューシ ョ ンでは、 負荷のピーク時でもそれ以外の

と きでも十分なパフォーマンスが発揮されなければな り ません。

� スケーラビ リ テ ィ－統合ソ リ ューシ ョ ンは、 予期される負荷の増加に対応で

きるだけの十分なスケーラビ リ テ ィがなければな り ません。

� セキュ リ テ ィ－統合ソ リ ューシ ョ ンでは、 無認可アクセスや改ざんからデー

タが十分に保護されなければな り ません。

各統合ソ リ ューシ ョ ンで、 設計目標を確認し、 優先順位を決定します。

WebLogic Integration は、 それらの設計目標を達成するために必要なすべての機

能を備えています。

設計上の考慮事項

設計上の考慮事項とは、 統合ソ リ ューシ ョ ンの設計段階で評価する必要のある事

柄のこ とです。 たとえば、 サービス品質 （パフォーマンス、 可用性、 信頼性、 ス

ケーラビ リ テ ィ、 応答時間、 セキュ リ テ ィ、 ロギング、 および監査） を定義およ
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び解析し、 統合ソ リ ューシ ョ ンの設計で考慮に入れなければな り ません。 このマ

ニュアルでは、 WebLogic Integration を使用して構築されるほとんどすべての統

合ソ リ ューシ ョ ンに関連する設計上の考慮事項を示します。

ベスト  プラクティスと設計パターン

ベス ト  プラ クテ ィ ス とは、 特定の状況で最も効果的に機能するこ とが証明され

ている手段のこ とです。 たとえば、 第 3 章 「統合ソ リ ューシ ョ ンの設計」 の説明

に従って統合ソ リ ューシ ョ ンを設計する前に、 第 2 章 「統合ソ リ ューシ ョ ンの要

件の決定」 で説明されているよ うにビジネスおよび技術的な要件を十分に定義し

ておく こ とが重要です。 このマニュアルの目的は、 WebLogic Integration のベス
ト  プラ クテ ィ スを説明し、 さ まざまな組織で WebLogic Integration の実装に成功

してきたこれまでの経験を反映する実際的なアイデアで組織の統合ソ リ ューシ ョ

ン設計手法をサポートするこ とです。

設計パターンとは、 高いパフォーマンスやデータの整合性といった特定のビジネ

ス要件をサポートできるよ うに統合ソ リ ューシ ョ ンの全体または一部を最適に設

計するための推奨事項のこ とです。 たとえば、 BPM ワークフローで呼び出し

サービス アクテ ィ ビテ ィ を使用してビジネス  オペレーシ ョ ン （Java ク ラスまた
は EJB） などの外部サービスを呼び出す場合は、 1 つのサービスのみを呼び出す

よ うにします。 複数サービスの呼び出しは、 複数のタスク  ノードを使用して実
装する必要があ り ます （サービスの呼び出しごとに 1 つのタスク  ノード）。 タス
ク ノードの詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の
「アクシ ョ ンの定義」 を参照して ください。

統合ソリューション設計のロール

以下の節では、 統合ソ リ ューシ ョ ン設計チームのメンバーと して果たさなければ

ならないロールについて説明します。

� 統合スペシャ リ ス ト

� ビジネス アナ リ ス ト

� アーキテク ト

� エンタープライズ情報システム スペシャ リ ス ト
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� システム管理者

統合ソ リ ューシ ョ ンの設計を成功させるためには、 これらすべての参加者からの

入力が必要です。 1 人で複数のロールを受け持つこ と もできます。 すべてのロー

ルがすべての統合ソ リ ューシ ョ ンで必要と されるわけではあ り ません。

統合スペシャリスト

統合スペシャ リ ス トの仕事は、 WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの実装を先
導し、 設計作業を推進する こ とです。 統合スペシャ リ ス トは、 WebLogic 
Integration 製品の特長と機能に精通しています。 統合スペシャ リ ス トは、 ビジネ

ス  アナ リ ス トおよびアーキテク ト と相談して要件を決定し、 それらの要件を  
WebLogic Integration の機能に対応付けて、 統合ソ リ ューシ ョ ンのアーキテク

チャを設計します。 統合スペシャ リ ス トは、 以下の領域の専門知識を備えていま

す。

� ビジネス と技術の解析

� アーキテクチャの設計

� プロジェ ク トの管理

ビジネス アナリスト

ビジネス  アナ リ ス トは、 組織のビジネス  プロセス、 手順、 方針、 ビジネス  ルー
ル、 およびリ ソースに関する専門知識を提供します。 ビジネス  アナ リ ス トは、

事業に精通しており、 以下の領域の専門知識を有しています。

� ビジネスの解析

� プロセスの設計とモデル化
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アーキテク ト

アーキテク トは、 組織の情報技術インフラス ト ラ クチャ （電気通信、 プラ ッ ト

フォーム、 アプ リ ケーシ ョ ン、 データ  リポジ ト リ 、 将来技術、 IT 組織など） に

関する専門知識を提供する技術のスペシャ リ ス トです。 アーキテク トは、 情報シ

ステムに精通しており、 以下の領域の専門知識を有しています。

� 技術の解析

� システム アーキテクチャ

� アプリ ケーシ ョ ンの設計

エンタープライズ情報システム スペシャリスト

EIS スペシャ リ ス トは、 統合されるエンタープライズ情報システム （EIS） の専

門家です。 EIS スペシャ リ ス ト は、 EIS を統合ソ リ ューシ ョ ンに接続するために
必要な情報を提供します。 エンタープライズ情報システムは、 通常は WebLogic 
Integration アダプタを通じて WebLogic Integration に接続されます。 EIS スペ
シャ リ ス トは、 統合される  EIS システムのすべての側面 （データ  フォーマッ ト、
動作、 外部インタフェースなど） に精通しており、 以下の領域の専門知識を有し

ています。

� 技術の解析

� アプリ ケーシ ョ ン統合ソ リ ューシ ョ ンの設計

システム管理者

システム管理者は、 組織にデプロイ されているデータベース とアプ リ ケーシ ョ ン

に関する深い技術知識と運用知識を提供します。 システム管理者は、 デプロイ メ

ン ト  トポロジに精通しており、 以下の領域の専門知識を有しています。

� 性能と負荷の解析

� パフォーマンスの解析とチューニング

� サポート  プランニング
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主要な設計タスク

統合ソ リ ューシ ョ ンを設計する場合、 統合ソ リ ューシ ョ ン設計チームは以下の基

本的なタスクを行 う必要があ り ます。

1. ビジネスおよび技術的な要件の徹底的な解析に基づいて統合ソ リ ューシ ョ ン

の要件を定義します。 詳細については、 第 2 章 「統合ソ リ ューシ ョ ンの要件

の決定」 を参照して ください。

2. ビジネスおよび技術的な要件を徹底的に解析し、 それらの要件を満たすのに

最適な WebLogic Integration の機能を理解して、 統合ソ リ ューシ ョ ンのアー
キテクチャを設計します。 詳細については、 第 3 章 「統合ソ リ ューシ ョ ンの

設計」 を参照して ください。

統合ソ リ ューシ ョ ンの設計が終わったら、 統合スペシャ リ ス トはプログラマ、

EIS スペシャ リ ス ト 、 およびシステム管理者と共同で WebLogic Integration ソ
リ ューシ ョ ンを構築します。 詳細については、 WebLogic Integration 製品マニュ
アルの Web サイ トの 「設計とデプロイ メ ン ト 」 を参照して ください。
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2 統合ソリューションの要件の決定

注意 : cXML ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本 リ リースよ り

非推奨にな り ました。 代替機能に関する詳細については、 『WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

統合スペシャ リ ス トは、 統合ソ リ ューシ ョ ンのビジネスおよび技術的な要件を調

べる必要があ り ます。 統合スペシャ リ ス ト は、 ビジネス  アナ リ ス トおよびアー

キテク ト と共同で要件を明確にし、 組織のニーズ と優先順位について意見の一致

を計り ます。 ビジネス  アナ リ ス ト とアーキテク トは、 詳細な要件の定義を提供

します。 統合スペシャ リ ス トは、 その定義を使用して  WebLogic Integration で統
合ソ リ ューシ ョ ンのアーキテクチャを設計します。

以下の節では、 統合ソ リ ューシ ョ ンの要件を決める際の考慮事項について説明し

ます。 最後の節では、 それらの事項がサンプルの WebLogic Integration アプリ
ケーシ ョ ン とどのよ うに関連するのかを示します。

� 統合ソ リ ューシ ョ ン と ビジネス  プロセスの定義

� ビジネス  プロセスのアク タ とそのロールの定義

� ビジネス  イベン ト の定義

� ビジネス  データ  フローの定義

� サービス品質の定義

� 統合ソ リ ューシ ョ ンの トポロジの定義

� サンプル WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンの要件の指定
WebLogic Integration ソ リューシ ョ ンの設計 2-1



2 統合ソリ ューシ ョ ンの要件の決定
統合ソリューションとビジネス プロセスの
定義

統合ソ リ ューシ ョ ンの要件を決める と きには、 統合スペシャ リ ス トは以下のこ と

を行わなければな り ません。

� 統合ソ リ ューシ ョ ンのスコープを明確にし、 その作業を小さな別々の単位に

分割します。 統合ソ リ ューシ ョ ン  は、 1 つまたは複数の関連するビジネス  プ
ロセスで構成されます （1-2 ページの 「統合ソ リ ューシ ョ ン」 を参照）。

� 統合ソ リ ューシ ョ ンを構成するビジネス  プロセスを識別します。 ビジネス  
プロセスは、 始ま り と終わりがあ り、 入力と出力が明確に定義されている相

互に関連したビジネス  アクテ ィ ビテ ィのま と ま りです （1-2 ページの 「ビジ
ネス  プロセス」 を参照）。

これらのタスクがサンプルの WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンでどのよ う
に行われるのかを確認するには、 2-17 ページの 「統合ソ リ ューシ ョ ン とビジネ

ス  プロセスの指定」 を参照して ください。

各ビジネス  プロセスは、 必要なビジネス  アクテ ィ ビテ ィ を記述する単一のプロ

セス定義で構成されている必要があ り ます。 統合スペシャ リ ス ト 、 ビジネス  ア
ナ リ ス ト 、 およびアーキテク トは共同で各ビジネス プロセスを定義します。 統
合スペシャ リ ス ト は、 以下のよ う な事項を確認する必要があ り ます。

� 各ビジネス  プロセスでどの作業を行わなければならないのか

� 各ビジネス  プロセスの主要なアクテ ィ ビテ ィは何か

� 各ビジネス  プロセスまたはコンポーネン トの特性は何か

� シーケンスまたは順序 （他のタスクやアクテ ィ ビテ ィ との関連で）

� 頻度

� 緊急性と適時性

� 期間 （経過時間）

� ボ リ ューム レンジ （平均、 ピーク時、 および小康時）
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ビジネス  プロセスのアク タ とそのロールの定義
このタスクがサンプルの WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンでどのよ うに行

われるのかを確認するには、 2-17 ページの 「統合ソ リ ューシ ョ ン と ビジネス  プ
ロセスの指定」 を参照して ください。

ビジネス プロセスのアクタとそのロールの
定義

アク タ とは、 ビジネス  イベン ト を生成および消費する利用者およびプロセスの

こ とです。 ビジネス  プロセスでは、 アク タ同士の関係、 プロセスにおけるアク

タのロール、 およびプロセス とアクタによって交換されるビジネス  イベン ト を
定義します。 統合スペシャ リ ス トは、 以下の節で説明されているよ うにアク タ と

そのロールを識別します。

� アク タの解析

� ロールの解析

� タイプによるアク タの分類

このタスクがサンプルの WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンでどのよ うに行

われるのかを確認するには、 2-18 ページの 「アク タ と ロールの指定」 を参照して
ください。

アクタの解析

各ビジネス  プロセスについて、 統合スペシャ リ ス トは以下のよ う な事項を確認
します。

� 各ビジネス  プロセスのアクタは何か。 誰が関与するのか。 たとえば、 社内の

他の部署、 ベンダ、 顧客、 システム、 および Web ユーザが関与するのか

� 前述のエンティテ ィの地理的な トポロジはどのよ うになっているのか。 すべ

て同じ場所に存在するのか、 それと も分散しているのか。 どのエンティテ ィ

がどの場所に存在するのか

� データがアク タ間でどのよ うに転送されるのか
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2 統合ソリ ューシ ョ ンの要件の決定
� 1 つの場所で （LAN またはド メ イン内で） 転送されるのか

� WAN 経由で同じ組織内の他の場所に転送されるのか

� WAN の範囲外で、 フ ァ イアウォールを介してアク タに転送されるのか

� 各ビジネス  プロセスの各エンティテ ィを出入りするイベン トはどのよ う な

フォーマッ ト なのか

ロールの解析

ビジネス プロセスの各エンティテ ィのロールを定義するには、 統合スペシャ リ

ス トは以下のよ う な事項を確認する必要があ り ます。

� どのよ う なロールがビジネス  プロセスに関与するのか

� 各ロールの作業はどのよ う なシーケンスで行われるのか

� 各ロールの作業はビジネス  プロセスにどのよ うに組み込まれるのか。 具体的

には、 特定のロールの遂行者は以下のこ とを行 うのか

� プロセスを開始するのか

� プロセスにサービスを提供するのか

� 応答を返すこ とな くプロセスで生成されたビジネス  イベン ト を消費する

のか

� 途中で決定を検討、 承認、 または拒否するのか、 あるいは決断を行 うの

か

� 各ロールに関わる人数とプロセス数はどれく らいか

タイプによるアクタの分類

統合スペシャ リ ス トは、 ビジネス  プロセスに関与する さまざまなタイプのアク
タを識別および記述する必要があ り ます。 ビジネス  プロセスのアクタには、
WebLogic Integration Worklist などのク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンを使用する
人間と さまざまなソフ ト ウェア エンティテ ィの両方が含まれます。
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ビジネス  プロセスのアク タ とそのロールの定義
注意 : Worklist ク ラ イアン トは WebLogic Integration リ リース  7.0 よ り非推奨と

な り ました。 代替機能に関する詳細については、 『WebLogic Integration 
リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

以下の節では、 さまざまなタイプのアク タについて説明します。

� 人間ユーザ

� アプ リ ケーシ ョ ン統合－アプリ ケーシ ョ ン統合で使用するエンタープライズ

情報システム （EIS） アプ リ ケーシ ョ ン

� 企業内の他のド メ イン

� B2B 統合を実現する外部ト レーディ ング  パートナ

次の図は、 これらのアクタを示しています。

図 2-1   ビジネス プロセスのアクタ
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2 統合ソリ ューシ ョ ンの要件の決定
人間ユーザ

人間ユーザには以下の 2 つのカテゴ リがあ り ます。

� Worklist ユーザ には、 ビジネス  プロセスによって直接作業が割り当てられま

す。 たとえば、 Worklist を使用するマネージャには、 100,000 ドルを超える

すべての注文を承認するタスクが割り当てられます。 ユーザは、 ロールに基
づいてグループ化できます。 タスクは、 個々のユーザまたはロールに関連付

けられているユーザに割り当てるこ とができます。 このよ うにタスクの割り

当てられたユーザは、 ビジネス  プロセス と密接に関わり ます。

注意 : Worklist ク ラ イアン トは WebLogic Integration リ リース  7.0 よ り非推

奨とな り ました。 代替機能に関する詳細については、 『WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

� ク ラ イアン ト  ユーザ は、 プロセスの一部であるアプリ ケーシ ョ ンを使用し
てビジネス  プロセス と間接的に会話します。 たとえば、 このタイプのユーザ

は Web ベースの GUI から注文作成 プロセスを開始し、 電子メールで注文確

認を受信します。

統合スペシャ リ ス トは、 各ユーザが必要とする ク ライアン トのタイプ （Swing 
GUI、 HTML、 電子メールなど） を識別する必要があ り ます。

アプリケーション統合－アプリケーショ ン統合で使用するエ

ンタープライズ情報システム （EIS） アプリケーション

組織の技術インフラス ト ラ クチャは、 従来のメ インフレーム システム、 ク ライ
アン ト /サーバ アプリ ケーシ ョ ン、 パッケージ  アプリ ケーシ ョ ン （ERP や 
CRM） など、 さまざまなエンタープラ イズ情報システム （EIS） で構成されてい

る場合があ り ます。

統合スペシャ リ ス トは、統合ソ リ ューシ ョ ンに直接関わる  EIS アプ リ ケーシ ョ ン
について、 以下のよ う な事項を確認します。

� 統合ソ リ ューシ ョ ンは EIS と直接接続されるのか

� 統合をサポートするよ うに EIS をカスタマイズできるのか

� EIS とビジネス  プロセスはイベン ト を交換するのか

統合スペシャ リ ス トは、 ビジネス  プロセスに関与し、 かつ上記の質問が 「イエ

ス」 になる  EIS アプリ ケーシ ョ ンを識別する必要があ り ます。
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ビジネス  プロセスのアク タ とそのロールの定義
さ らに、 統合スペシャ リ ス トは以下の事項を決める必要があ り ます。

� 各 EIS アプリ ケーシ ョ ンについて、 それが提供するビジネス機能 （発注管

理、 在庫管理など）

� ビジネス  プロセスに参加する各 EIS アプリ ケーシ ョ ンについて、 アプ リ ケー
シ ョ ンの細部と インタフェース技術

EIS アプリケーショ ンの例

EIS アプリ ケーシ ョ ン と しては以下のものがあ り ます。

� パッケージ アプリ ケーシ ョ ン （電子メールなど )

� カスタム アプリ ケーシ ョ ン （WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンやそれ以外
のアプリ ケーシ ョ ン）

� ミ ドルウェア技術を使用するアプリ ケーシ ョ ン （CORBA や MQSeries など）

� キュー ベースのインタフェースを使用するアプリ ケーシ ョ ン （MQSeries な
ど）

� 技術アダプタ （ファ イルまたはデータベースのアダプタ）

EIS 統合要件の解析

統合スペシャ リ ス トは、 以下のよ う な事項を確認してアプ リ ケーシ ョ ンの要件を

評価します。

� EIS の名前とバージ ョ ン

� EIS が動作するプラ ッ ト フォーム

� EIS の提供するインタフェース技術は何か。 EIS は API を提供するのか。

EIS にフ ァ イル ベースのインタフェースはあるのか。 EIS で ミ ドルウェア 
ベースのインタフェースが使用されるのか

� 統合に関与する  EIS 内部のビジネス  プロセスで特定の EIS インタフェース
の使用が要求されるのか

� インタフェースによって渡されるデータのフォーマッ トは何か （バイナ リ 、

XML など）。 メ タデータ （データを説明するデータ） は利用可能か、 あるい

はメ タデータを手動で作成する必要があるのか
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2 統合ソリ ューシ ョ ンの要件の決定
� ビジネス プロセス と  EIS アプリ ケーシ ョ ンの間で交換される各ビジネス  イ
ベン トについて、 使用される  EIS インタフェースは何か （API、 イベン ト、
データベース テーブルなど）

� 人間とアプ リ ケーシ ョ ンのインタフェースは何か

� インタフェース間のマッピングは何か

追加のカスタマイズが必要かどうかの判断

EIS アプリ ケーシ ョ ンには、 統合ソ リ ューシ ョ ンのサポートに必要なすべての機

能を実装していないものもあ り、 したがって内部のカスタマイズが必要な場合が

あ り ます。 統合スペシャ リ ス トは、 カスタマイズが必要かど うかを判断し、 必要

な場合は技術的な要件を定義する必要があ り ます。

企業内の他のド メイン

統合ソ リ ューシ ョ ンでは、 リモート  オフ ィ スなど、 企業内の他のローカル管理

ド メ インにアクセスする場合もあ り ます。 その場合、 他のド メ インの内部構造に

統合ソ リ ューシ ョ ンの管理は及びません。 具体的に言 う と、 その他方のド メ イン

では WebLogic Integration が統合ソ リ ューシ ョ ン と して使用される場合も、 使用
されない場合もあ り ます。

ビジネス プロセス と他のド メ インのインタフェース  は、 それらの間で交換され

るビジネス  イベン ト のセッ トです。 このインタフェースは定義する必要があ り
ます。

1 つの方法は、 B2B 統合機能を使用して情報を交換できるよ うにし、 独立したド

メ インを企業内部 の ト レーディ ング パートナと して表すこ とです。 たとえば、

ある企業がマレーシアに工場を持ち、 その工場から日本にあるその企業の全額出

資の組み立て工場に部品が供給されている と します。 B2B 統合を利用する と、
マレーシアのオフ ィ スは日本のオフ ィ ス （バイヤ） に対する部品のサプライヤ

（セラー） と して機能できます。

B2B 統合を実現する外部トレーディング パートナ

統合ソ リ ューシ ョ ンには、 ビジネス  プロセスが通信する必要のある外部ト レー

ディ ング パートナが関与する場合があ り ます。 そのよ う なプロセスは企業の
フ ァ イアウォールを経由します。 ト レーディ ング  パートナの統合では、 統合ス
ペシャ リ ス トは以下の事項を定義する必要があ り ます。
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ビジネス イベン トの定義
� B2B 統合の性質

� バリ ュー チェーン統合かど うか。 バ リ ューチェーン統合の場合は、 サプ
ラ イチェーン統合 （ ト レーディ ング パートナがサプラ イヤ）、 デマンド

チェーン統合 （ ト レーディ ング パートナが顧客）、 またはそれらの組み合

わせのどれであるのか

� B2B ト ランザクシ ョ ンに ト レーディ ング  パートナを参加させる こ とがで
きる  B2B 交換かど うか

� 統合ソ リ ューシ ョ ンに含まれなければならない必須のプロ ト コルがあるかど

うか （XOCP、 RosettaNet、 cXML、 または EDI）

注意 : XOCP および cXML ビジネス  プロ ト コルは、WebLogic Integration の
本 リ リースよ り非推奨にな り ました。 代替機能に関する情報について

は、 『BEA WebLogic Integration リ リース ノー ト 』 を参照して くださ
い。

ビジネス イベン トの定義

以下の節では、 ビジネス  イベン ト の定義方法について説明します。

� ビジネス  イベン ト について

� ビジネス  イベン ト の特性の定義

� ビジネス  イベン ト のメ ッセージ フォーマッ トの定義

� ビジネス  イベン ト の指定

このタスクがサンプルの WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンでどのよ うに行

われるのかを確認するには、 2-20 ページの 「ビジネス  イベン ト の指定」 を参照
して ください。
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2 統合ソリ ューシ ョ ンの要件の決定
ビジネス イベントについて

ビジネス イベン ト とは、 ビジネス  プロセスにおいてアク タ間で発生する メ ッ

セージまたはタスクの交換のこ とです。 ビジネス  イベン トは、 ビジネス  アク
テ ィ ビテ ィが発生し、 それを遂行する必要があるこ とを示します。 たとえば、

EIS では新規顧客作成 イベン ト をパブ リ ッシュでき、注文管理アプ リ ケーシ ョ ン

では新規注文 イベン ト をサブスク ライブして新規注文を処理できます。 各アク

タは、 ビジネス  プロセス と ビジネス  イベン ト の交換を行えます。 各ビジネス  イ
ベン トには、 ビジネス  プロセスでそのイベン ト をユニークに識別する説明的な

名前を付ける必要があ り ます。

ビジネス イベン トには、 ビジネス  データが格納されます。 たとえば、 新規顧客

作成 イベン トが顧客管理アプリ ケーシ ョ ンの実行時に発生したと します。 新規

顧客を作成する過程で、 アプ リ ケーシ ョ ンはビジネス  プロセスの別のアク タか

ら顧客の名前とアドレスを受信し、 顧客の番号をそのアク タに返すこ とができま

す。

ビジネス イベントの特性の定義

アク タ とプロセスの各会話について、 統合スペシャ リ ス トは以下の事項を定義す

る必要があ り ます。

� 送信および受信できるビジネス  イベン ト

� ビジネス イベン トの要素のユニークな特性

ビジネス イベントのメ ッセージ フォーマッ トの定
義

WebLogic Integration で、 ビジネス  イベン トは XML メ ッセージまたはバイナ リ  
メ ッセージと して送信されます。 統合スペシャ リ ス トは、 以下の事項を定義する

必要があ り ます。

� ビジネス イベン トのフォーマッ ト （XML またはバイナ リ ） と メ タデータ。

できる限 り、 一般的なフォーマッ ト （XML など） を使用します。 EIS とのア
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ビジネス  データ  フローの定義
プリ ケーシ ョ ン統合では、 専用の EIS プロ ト コルまたはメ ッセージ フォー
マッ ト がアダプタによって一般的なフォーマッ ト に変換されます。

� 条件処理、 ルーティ ング、 ト リガなどの決定で使用するイベン ト の情報。

ビジネス データ  フローの定義

ビジネス  プロセスでは、 アク タ間のデータ  フローを定義します。 このデータ  フ
ローに基づいて、 統合スペシャ リ ス トはビジネス  データをどのよ うに操作する

必要があるのかを判断できます。 たとえば、 場合によっては、 ビジネス  データ
は複数のイベン トに分割するか、 複数のイベン ト からつなぎ合わせるか、 または

フォーマッ ト を変換する必要があ り ます。

このデータ  フローでは、 処理上の決定を行 う ためにビジネス  プロセスで使用す
るビジネス データも定義する必要があ り ます。 たとえば、 5,000 ドルを超える発

注は副社長の承認を得なければならないとい う アルゴ リズムがビジネス  プロセ
スに含まれている場合は、 各発注の金額を必須のビジネス  データ と して定義し
なければな り ません。

以下の節では、 データ  フローの要件を作成する作業について説明します。

� データ  フローの要件の定義

� データ  フローの解析

� データ  フローの要件の指定

このタスクがサンプルの WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンでどのよ うに行

われるのかを確認するには、 2-20 ページの 「データ  フローの要件の指定」 を参
照して ください。

データ  フローの要件の定義

各データ  フローについて、 統合スペシャ リ ス トは以下の要件を定義する必要が
あ り ます。

� 条件データ－処理上の決定を行 う と きに必要なデータです。 このデータはビ

ジネス  イベン トから抽出します。
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2 統合ソリ ューシ ョ ンの要件の決定
� ビジネス ルール （アプ リ ケーシ ョ ン  ルール） －プロセスの実行時の実行パ

スを決めるために条件データに適用される処理ルールです。

� マッピング－入力と して使用されるビジネス  イベン ト と出力と して使用され
るビジネス  イベン ト の間のデータ  ト ランスフォーメーシ ョ ンです。

� ビジネス ト ランザクシ ョ ン－プロセスの ト ランザクシ ョ ンの境界です。 1 つ
のプロセスには、 多くのビジネス  ト ランザクシ ョ ンが含まれている場合があ
り ます。 統合スペシャ リ ス ト は、 各ビジネス  ト ランザクシ ョ ンについて、 ト
ランザクシ ョ ンをロールバッ クする必要がある場合に実行しなければならな

い調整アクシ ョ ンも定義する必要があ り ます。

� エラー処理－どのよ う な例外が発生し、 それらの例外をどのよ うに処理する

のかとい う こ とです。

データ  フローの解析

統合スペシャ リ ス トは、 以下のよ う な事項を確認してデータ  フローの技術的な
側面を解析する必要があ り ます。

� 各データ要素の特性

� メ ッセージの特性

� メ ッセージのサイズ （最小、 最大、 および平均）

� メ ッセージの量 （ピーク時、 小康時、 および平均のメ ッセージ数と周期

的なパターン）

� 単一メ ッセージか、 それと も一括 （集約） メ ッセージか。 複数のメ ッ

セージが集約されている場合は、 それらを適切に分割してルーティ ング

する必要があるのか。 その場合はどのよ う なルーティ ングの基準または

条件があるのか

� ソース  データ と対象のデータの間でどのよ う なデータ  ト ランスフォーメー
シ ョ ンが必要なのか

たとえば、 注文管理アプリ ケーシ ョ ンから新規注文イベン トが処理を目的と して

出荷アプリ ケーシ ョ ンに送信される と します。 また、 出荷アプリ ケーシ ョ ンは 3 
つの別々の地域のオフ ィ ス （東部、 中部、 および西部） で別々のインスタンス と

して動作している と します。 この場合、 注文管理アプリ ケーシ ョ ンでは、 注文に
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サービス品質の定義
ある出荷先住所に基づいて適切なアプリ ケーシ ョ ン インスタンスに通知する必

要があ り ます。 さ らに、 注文管理アプリ ケーシ ョ ンでは請求処理アプ リ ケーシ ョ

ンに新規注文を通知するこ と も必要です。

この場合、 データ  フローの要件は次のよ うにな り ます。

� 3 つのビジネス  イベン ト

� 注文管理アプリ ケーシ ョ ンからの新規注文 イベン ト

� 出荷アプリ ケーシ ョ ンへの商品出荷 イベン ト

� 請求処理アプリ ケーシ ョ ンへのインボイス送付 イベン ト

� 条件データ－注文の商品が出荷される州です。 この情報は、 新規注文イベン

トの請求先住所から抽出されます。

� ビジネス  ルール－商品出荷 イベン ト を受信する出荷アプリ ケーシ ョ ン イン
スタンスの識別に使用するルールです。 注文にある出荷先の州 /地域と各ア
プリ ケーシ ョ ン インスタンスに関連付けられている州 /地域のリ ス トに基づ
きます。

� マッピング－以下のよ う なデータ  ト ランスフォーメーシ ョ ン  マッピングで
す。

� 新規注文 イベン ト から商品出荷 イベン ト

� 新規注文 イベン ト から インボイス送付 イベン ト

� ビジネス  ト ランザクシ ョ ン－出荷アプリ ケーシ ョ ンと請求処理アプリ ケー

シ ョ ンの両方が正常に更新されるか、 またはどちら も更新されません。 （他

方が失敗した場合に） 各アプリ ケーシ ョ ンをロールバッ クするための調整ア

クシ ョ ンを定義する必要があ り ます。

� エラー処理－データ  エラーが発生した場合 （受信した注文の州 /地域が無効

である場合など） の処理です。

サービス品質の定義

統合スペシャ リ ス トは、 以下のサービス品質特性をビジネスおよび技術的な観点

で定義する必要があ り ます。 以下の節では、 それらの特性について説明します。

� パフォーマンス
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2 統合ソリ ューシ ョ ンの要件の決定
� 可用性と信頼性

� 応答時間

� セキュ リ テ ィ

� スケーラビ リ テ ィ

� ロギング と否認防止性

パフォーマンス

統合スペシャ リ ス トは、 以下のよ う な事項を確認する必要があ り ます。

� ビジネスの観点で、 ビジネス  プロセスをどのく らい速 く実行しなければなら

ないか

� ピーク時およびピーク以外のと きのパフォーマンスの要件

たとえば、 統合スペシャ リ ス トは最大の注文負荷を 5,000 と してシステムで 1 営
業日 （9 時から  17 時） に 20,000 の注文を処理できるよ うに指定できます。

WebLogic Integration のパフォーマンスの詳細については、 3-31 ページの 「統合
設計でのパフォーマンスに関する考慮事項」 を参照して ください。 大規模な統合

ソ リ ューシ ョ ンでは、 パフォーマンスの要件を満たすためにク ラスタ構成が必要

な場合もあ り ます。 ク ラスタの詳細については、 『WebLogic Integration ソ リ ュー
シ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の 「WebLogic Integration ク ラスタのコンフ ィグレー

シ ョ ン」 を参照して ください。

可用性と信頼性

統合スペシャ リ ス トは、 以下のよ う な事項を確認してビジネス  プロセスの可用
性の要件を定義する必要があ り ます。

� システムが利用できなければならない時間帯。 毎日 24 時間必要と されるの

か

� スケジューリ ングしたシステムの中断時間の予定の期間と スケジュールとは

関係ない中断時間の予測される期間

� 許容できる最大の中断時間
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サービス品質の定義
� ハードウェアやネッ ト ワークで障害が発生した場合にどのよ う なフェイル

オーバおよび回復機能が必要なのか

� ビジネス  メ ッセージを永続化し、 システムの再起動時に回復する必要がある

のか

一部のシステムではフェ イルオーバが即時に機能して毎日 24 時間の可用性が必

要と され、 その他のシステムでは可用性は営業時間内のみ必要と され、 営業終了

後や週末にメ ンテナンスがスケジューリ ングされます。 高可用性の統合ソ リ ュー

シ ョ ンでは、 信頼性の要件を満たすためにク ラスタ構成が必要とな り ます。 ク ラ

スタ構成の詳細については、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ
ン ト 』 の 「ク ラスタ  デプロイ メ ン ト のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して くだ

さい。

応答時間

統合スペシャ リ ス トは、 ビジネス  プロセスの応答時間の要件を定義する必要が

あ り ます。 たとえばサプライヤは、 24 時間以内に入札要求に応答する必要があ

る場合や、 60 分以内に落札の通知を受ける必要がある場合があ り ます。 応答時

間の限界に達する と、 イベン トはタイムアウ トにな り ます。

セキュリティ

統合スペシャ リ ス トは、 以下のよ う な事項を確認してビジネス  プロセスのセ
キュ リテ ィの要件を定義する必要があ り ます。

� ビジネス  プロセスの機密レベル

� 各ロールで必要と されるプラ イバシ

� 現時点で備わっているセキュ リ テ ィ  セーフガード

スケーラビリティ

統合スペシャ リ ス トは、 現在の仕事量と将来予想される仕事量に基づいてビジネ

ス  プロセスのスケーラビ リ テ ィの要件を定義する必要があ り ます。 たとえば注
文処理の統合ソ リ ューシ ョ ンでは、 サービスや追加のアプ リ ケーシ ョ ン開発を妨
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2 統合ソリ ューシ ョ ンの要件の決定
げるこ とな く、 2 ヶ月以内に能力の 3 倍の注文数を処理できるよ うにしなければ
ならない場合があ り ます。 スケーラビ リ テ ィの要件を満たすために、 統合ソ

リ ューシ ョ ンではク ラスタ構成を利用できます。 ク ラスタ構成の詳細について

は、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の 「WebLogic 
Integration ク ラスタについて」 を参照して ください。

ロギングと否認防止性

統合スペシャ リ ス トは、 以下のよ う な事項を確認してビジネス  プロセスのシス
テム ロギングの要件を定義する必要があ り ます。

� どのよ う な問題が生じる恐れがあるのか

� どの情報でロギングおよびモニタを行 う必要があるのか

� B2B 統合を利用する統合ソ リ ューシ ョ ンについて、 監査または否認防止を目

的と してどの情報でロギングと管理を行 う必要があるのか

否認防止性とは、 ト レーディ ング  パートナ間で特定のビジネス  メ ッセージ
の送受信が行われたこ と、 または行われなかったこ とを証明する能力のこ と

です。 重要なビジネス  メ ッセージについては、 送信および受信の否認防止性

を備えるこ とが法律によって義務付けられている場合があ り ます。

統合ソリューションのトポロジの定義

統合スペシャ リ ス トは、 統合環境のさまざまなエンティテ ィの物理的な位置を指

定する統合トポロジを定義する必要があ り ます。 この トポロジでは、 エンティ

テ ィ間のネッ ト ワーク接続のタイプ （LAN、 WAN、 インターネッ ト 、 ダイアル

アップなど） についての情報も必要です。

統合スペシャ リ ス トは、 統合ソ リ ューシ ョ ンのすべてのエンティテ ィが以下のど

の形態で配置されるのかを確認する必要があ り ます。

� 物理的に 1 つの場所 （単一ド メ インの LAN）

� フ ァ イアウォールの内側の、 WAN で接続された複数の場所

� フ ァ イアウォールが介在する、 さ まざまな ト レーディ ング  パートナによる複
数の場所
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サンプル WebLogic Integration アプリケーシ ョ ンの要件の指定
サンプル WebLogic Integration アプリケー
ショ ンの要件の指定

以下の節では、 サンプルの WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンで要件がどの
よ うに定義されるのかを説明します。

� 統合ソ リ ューシ ョ ン と ビジネス  プロセスの指定

� アク タ と ロールの指定

� ビジネス  イベン ト の指定

� データ  フローの要件の指定

� サービス品質の指定

� 統合トポロジの指定

統合ソリューションとビジネス プロセスの指定

サンプルの WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンでは、 General Control 
Systems （GCS） がサプライヤとのバリ ュー チェーンを管理しやすくするために
単一の統合ソ リ ューシ ョ ン （仕入れの統合） を定義します。 同社の解析による

と、 以下の 2 つのビジネス プロセスで統合要件を定義する必要があ り ます。

� サプライヤの入札を募集し （つま り価格と在庫をサプラ イヤに照会する）、

入札額が最高のサプライヤに注文を与える

� 選ばれたサプライヤに発注書を発行し、 販売注文の確認書を受け取る

これら  2 つのプロセスにはつながりがあ り ます （GCS がサプライヤを選んだ後、

そのサプライヤに対して発注書が発行される）。 これらのプロセスは、 今後見込

まれる販売または実際の販売によって EnergyMiser 76 製品の増産が必要になっ

たと きに開始されます。 増産が要求されれば、 さ らに多くの部品を調達する必要

性が高ま り ます。

これらのビジネス  プロセスの特性はサンプルのシナ リオでは定義されていませ

んが、 以下のよ う な要素を解析するこ とが望まれます。
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2 統合ソリ ューシ ョ ンの要件の決定
� 部品を注文する頻度 （個々の部品とすべての部品について）

� サプライヤの選択に要する時間

� 発行された発注書の総数

� 注文数の季節変動

価格と在庫の照会手順

サプライヤを選ぶビジネス  プロセスは次の手順で行われます。

1. バイヤが特定品目の価格と在庫についての情報をサプライヤに要求します。

2. サプライヤが価格と在庫の情報をバイヤに提供します。

3. バイヤがサプラ イヤの応答を取り ま とめて、 発注マネージャに提出します。

4. 発注マネージャが応答を検討し、 サプライヤを選びます。

発注書の発行手順

選ばれたサプラ イヤに発注書を発行するビジネス  プロセスは次の手順で行われ

ます。

1. 発注マネージャが発注書を発行し、 選ばれたサプライヤに通知します。

2. 発注書が社内のエンタープライズ リ ソース プランニング （ERP） システムに
自動的に入力されます。

3. 選ばれたサプラ イヤがバイヤに発注確認書を返します。

4. 発注確認書の情報 （サプラ イヤの販売注文番号） で発注記録が自動的に更新

されます。

アクタとロールの指定

サンプルの WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンでは、両方のビジネス  プロセ
スでバイヤおよびサプライヤ （セラー） のロールを果たすト レーディ ング パー
トナが関与します。 さ らに、 発注ビジネス  プロセスでは EIS との統合が伴いま
す。
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アクタのタイプ

GCS のシナ リオには、 人間のアク タ と ソフ ト ウェアのアク タが存在します。

� 人間のアク タ

� 価格と在庫の要求をサプライヤに発行する  GCS の仕入れ担当者

� 価格と在庫の情報で要求に応答するサプライヤの販売担当者

� サプライヤを選び、 プロセスを終わらせる  GCS の発注マネージャ

� ソフ ト ウェアのアク タ : ERP システム （発注情報を管理するエンタープライ

ズ情報システム）

サプライヤの選択におけるアクタ とロール

GCS は、 以下のタスクを行 うバイヤのロールを果たします。

� 価格と在庫の情報を要求する

� サプライヤからの応答を検討する

� サプライヤを選んでプロセスを終了する

各サプラ イヤは、 以下のタスクを行 うセラー候補のロールを果たします。

� バイヤから要求を受け取る

� 要求された品目について価格を設定し、 在庫を確認する

� その情報をバイヤに送信する

発注書の発行におけるアクタ とロール

GCS は、 以下のタスクを行 うバイヤのロールを果たします。

� 選ばれたサプライヤに通知する

� 発注書を発行する

� 発注書を  ERP システムの発注モジュールに入力する

� サプライヤから確認を受け取る
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2 統合ソリ ューシ ョ ンの要件の決定
GCS の ERP システムは、 発注の情報マネージャ と してのロールを果たします。

その ERP システムでは、 発注書の作成とサプラ イヤからの確認書の受信が処理
されます。

選ばれたサプラ イヤは、 以下のタスクを行 うセラーのロールを果たします。

� バイヤから発注確認書の要求を受け取る

� 発注確認と補足情報 （サプライヤの販売注文番号など） をバイヤに提供する

ビジネス イベントの指定

サンプルの WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンでは、 ビジネス  イベン トが両

方のビジネス プロセスに関連付けられています。

サプライヤ選択プロセスのイベント

サプライヤの選択プロセスには、 以下のイベン トがあ り ます。

� バイヤが価格と在庫の情報をセラーに要求する

� セラーが価格と在庫の応答をバイヤに送信する

� バイヤがセラーの応答を取り ま とめ、 セラーを選ぶ

発注プロセスのイベント

発注プロセスには、 以下のイベン ト があ り ます。

� バイヤが新しい発注を要求する

� バイヤが発注確認書を選ばれたセラーに要求する

� セラーが確認書をバイヤに送信する

データ  フローの要件の指定

サンプルの WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンには、以下の主要なデータ  フ
ローがあ り ます。
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� 価格と在庫の要求

� 価格と在庫の応答

� 集約された応答

� 発注の要求

� 発注

� 発注確認

これらのデータ  フローについての特定の情報 （予想されるデータ量、 ピーク時

と小康時のデータ量、 周期的なパターンなど） は、 サンプルの WebLogic 
Integration アプリ ケーシ ョ ンでは定義されていません。

要件のリスト

上記のデータ  フローには、 以下の要件があ り ます。

� ビジネス  イベン ト－ 2-20 ページの 「ビジネス  イベン ト の指定」 を参照。

� 条件データ

� バイヤが価格と在庫の要求を送信するサプライヤの リ ス ト

� バイヤが選択し、 発注書を発行するサプライヤ

� ビジネス  ルール－すべてのサプライヤ候補から受信した応答の比較に基づい

てサプラ イヤを選択するためのルール

� マッピング－データを変換するプロセス

� 発注要求を発注マネージャから  ERP システムにマッピングする必要があ
り ます。

� 発注確認を選ばれたセラーから  ERP システムにマッピングする必要があ
り ます。

� ビジネス  ト ランザクシ ョ ン

� 指定の時間内にサプライヤから応答がない場合は、 価格と在庫の要求 ト

ランザクシ ョ ン全体をロールバッ クできます。

� 選ばれたセラーから発注の確認が届かない場合は、 発注ト ランザクシ ョ

ン全体をロールバッ クできます。
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2 統合ソリ ューシ ョ ンの要件の決定
注意 : これらの条件での ト ランザクシ ョ ンのロールバッ クは、 サンプルの 
WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンでは実装されていません。

価格と在庫の要求プロセスのデータ  フロー

価格と在庫の要求のデータ  フローには、 以下の情報が含まれます。

� ユニークな要求識別子、 および要求の日付と時刻

� 品目情報 （ユニークな部品 ID、 要求量、 納期限の日付と時刻、 および希望単

価）

� 出荷元の希望所在地

� 備考

価格と在庫の応答データ  フローには、 以下の情報が含まれます。

� ユニークな応答識別子、 および応答の日付と時刻

� 関連する要求の識別子

� サプライヤの情報

� 品目の情報 （ユニークな部品 ID、 在庫量、 在庫の日付、 単価）

� 出荷元の所在地

� 備考

集約された応答のデータ  フローには価格と在庫の応答のすべての情報が含まれ

ますが、 その情報は共通の要求識別子と要求の日付に基づいて収集されます。

発注プロセスのデータ  フロー

発注要求のデータ  フローには、 以下の情報が含まれます。

� サプライヤの名前

� 見積も り識別子

� 品目の情報 （部品番号、 量、 単価、 出荷量、 出荷日）

発注のデータ  フローには、 以下の情報が含まれます。
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� 発注ヘッダ （発注番号、 発行日、 ステータス、 バイヤの連絡先、 サプライヤ

の情報、 請求情報、 出荷情報、 金融機関情報、 および総量）

� 発注の細目 （ライン番号、 部品番号、 部品名、 量、 単価、 出荷日、 および備

考）

発注確認のデータ  フローには、 発注のすべての情報に加えて販売注文の番号と

日付が含まれます。

サービス品質の指定

サンプルの WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンには、 以下の項目のサービス
品質 （QoS） 要件があ り ます。

� パフォーマンス

� 可用性と信頼性

� 応答時間

� セキュ リ テ ィ

� スケーラビ リ テ ィ

� ロギングと否認防止性

パフォーマンス

サンプル WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンのシナ リオにはパフォーマンス

の要件、 ト ランザクシ ョ ンの量、 またはピーク時の負荷が含まれていませんが、
送信する価格と在庫の照会の数や受信するサプライヤの応答の数に関係な く、 常

に許容レベルのパフォーマンスを提供するための統合ソ リ ューシ ョ ンが GCS で
必要と されるこ とは十分に推測できます。

可用性と信頼性

サンプルの WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンに可用性と信頼性の要件はあ
り ませんが、 統合ソ リ ューシ ョ ンで以下のこ と を実現しなければならないこ とは

明らかです。

� 営業時間 （午前 8 時から午後 6 時まで） の間動作を続ける
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� 営業時間後もオフライン処理のために利用するこ とができる

� 価格と在庫の要求および発注を永続化し、 システムが停止しても再起動後に

処理を続ける

� 最大の中断時間 （2 時間など） に達するまでに再起動する

応答時間

サンプルのシナ リオでは応答時間の要件が示されていませんが、 ERP アプ リ
ケーシ ョ ンで新しい発注が作成されたと きには、 発注確認の要求を直ちに （たと

えば 10 秒以内に） 送信しなければなり ません。

セキュリティ

GCS には、 以下のセキュ リ テ ィ要件があ り ます。

� 価格と在庫の要求は承認済みのサプラ イヤのみに送信する

� サプライヤからの価格と在庫の応答は機密情報であ り、 サプライヤが競争相

手の入札について何かを知る こ とはあってはならない

� ERP システムは、 データの整合性を確保し、 無認可のアクセスを防止するた

めに独自のセキュ リテ ィ  メカニズムを備えている。 統合には、 ERP システ
ムで発注を作成および更新するための適切なアクセス権がなければならない

スケーラビリティ

ク ラスタ環境で WebLogic Integration を使用する と、 GCS ではシステムを拡張
し、 多数のサプライヤおよび大幅に増加した入札募集と発注を処理するこ とがで

きます。

ロギングと否認防止性

発注と発注確認はバイヤとセラーの適法契約を示すものなので、 それらは否認防

止性の基準に従っていなければな り ません。
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サンプル WebLogic Integration アプリケーシ ョ ンの要件の指定
統合トポロジの指定

サンプル WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンの両方のビジネス  プロセスで
は、 GCS とその ト レーディング  パートナの間で GCS のフ ァ イアウォールを介し

て通信が行われます。 また、 GCS のフ ァ イアウォールの内側では、 ERP システ
ムとの統合のために、 統合ソ リ ューシ ョ ンは ERP システムにネッ ト ワーク  アク
セスできなければな り ません。
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3 統合ソリューションの設計

統合スペシャ リ ス トは、 要件定義の段階で収集したデータに基づいて  WebLogic 
Integration 環境の統合ソ リ ューシ ョ ンを設計します。 統合スペシャ リ ス トは、 ビ

ジネスおよび技術的な要件を  WebLogic Integration のアーキテクチャにマッピン
グする方法と、 利用可能な WebLogic Integration のアーキテクチャ と機能を最大

限に利用する統合ソ リ ューシ ョ ンの設計方法を知らなければなり ません。

以下の節では、 統合プロジェク ト のソ リ ューシ ョ ンを設計する と きに考慮する事

項について説明します。 最後の節では、 それらの事項がどのよ うにサンプル 
WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンの高度な設計の指定と関連するのかを示

します。

� WebLogic Integration のアーキテクチャについて

� 統合ソ リ ューシ ョ ン  トポロジの WebLogic Integration へのマッピング

� ビジネス  プロセスの実装

� データ  ト ランスフォーメーシ ョ ンの定義

� 詳細な設計の作成

� サンプル WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンの高度な設計の指定
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WebLogic Integration のアーキテクチャに
ついて

統合ソ リ ューシ ョ ンを設計する前に、 統合スペシャ リ ス トは WebLogic 
Integration のアーキテクチャを理解する必要があ り ます。 WebLogic Integration 
アーキテクチャの概要については、 『WebLogic Integration 入門』 の 「E ビジネス
統合への道」 を参照して ください。

特に、 以下の WebLogic Integration コンポーネン ト を理解するこ とが重要です。

表 3-1  WebLogic Integration アーキテクチャの主要なコンポーネント

コンポーネント 説明

Application 
Integration

以下のタイプのアダプタを使用して WebLogic Integration と  EIS アプ リ ケー

シ ョ ンを統合する。

� サービス  アダプタは、 WebLogic Integration から  EIS アプ リケーシ ョ ン

への要求と応答の同期統合を実現する

� イベン ト  アダプタは、 EIS アプリ ケーシ ョ ンから  WebLogic Integration 
への一方向の非同期統合を実現する

Application Integration アダプタは、 Web ブラウザを使用してコンフ ィグ
レーシ ョ ンする。 Application Integration アダプタを経由するビジネス  イベ
ン トはすべて、 WebLogic Integration リポジ ト リの XML スキーマ定義
（XSD） と して定義する。 Application Integration の機能は BPM プラグイン
を通じて BPM と直接統合されるので、Application Integration サービス  アダ
プタにイベン ト を送信し、 Application Integration イベン ト  アダプタで生成
されるイベン ト を消費するプロセスを簡単に定義するこ とができ る。 詳細

については、 『WebLogic Integration 入門』 の 「Application Integration」 を
参照して ください。

Business Process 
Management
（BPM）

ビジネス  プロセスの定義と実行をサポートする。 WebLogic Integration 
Studio を使用する と、 ユーザはグラフ ィカルにプロセスを定義し、 実行時に

実行をモニタできる。 詳細については、 『WebLogic Integration 入門』 の
「Business Process Management」 を参照して ください。
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B2B Integration WebLogic Integration で、 外部の ト レーディング パートナと インターネッ ト

経由で通信できる よ うにする。 B2B Integration の機能は、 XOCP、
RosettaNet （1.1 と  2.0）、 および Ariba cXML プロ ト コルでサポート される

（すべて  XML を使用してイベン ト を表す）。

注意 : XOCP および cXML ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration 
の本リ リースよ り非推奨にな り ました。 代替機能に関する詳細につ

いては、 『WebLogic Integration リ リース  ノート 』 を参照して くだ

さい。

B2B は BPM プラグインを通じて BPM と直接統合されるので、 外部の ト

レーディング パートナと メ ッセージを送受信するプロセスを簡単に定義す

るこ とができ る。 詳細については、 『WebLogic Integration 入門』 の 「B2B 
Integration」 を参照して ください。

Data Integration XML ドキュ メ ン トの ト ランスフォーメーシ ョ ンに関して、 Contivo Analyst 
で提供されるデータ  マッピング機能だけでな く、 XML データ とバイナ リ  
データの実行時の変換を可能にする。 WebLogic Integration では、 バイナリ

-XML、 XML-XML、 およびバイナ リ - バイナ リの ト ランスフォーメーシ ョ

ンがサポート される。 詳細については、 『WebLogic Integration 入門』 の
「Data Integration」 を参照して ください。

EDI 統合 WebLogic Integration で、外部の ト レーディング パー トナと  EDI メ ッセージ
を使用して通信できる よ うにする。 EDI Integration は、 Application 
Integration アダプタを通じて WebLogic Integration と結合される。

Application Integration アダプタは、 BPM ワークフローが EDI を使用して通
信できる よ うにする。 サービス  アダプタを使用する と、 WebLogic 
Integration プロセス  エンジンで XML イベン ト を EDI Integration に送信でき
る。 EDI Integration では、 その受信したイベン トが適切な  EDI メ ッセージに
マッピングされる。 イベン ト  アダプタを使用する と、 EDI コンポーネン ト

では EDI メ ッセージを受信して、そのメ ッセージを  XML イベン トにマッピ

ングし、 その XML イベン ト を WebLogic Integration プロセス  エンジンに送
信できる。 EDI Integration の詳細については、 『WebLogic Integration EDI 
ユーザーズ ガイ ド 』 を参照。

表 3-1  WebLogic Integration アーキテクチャの主要なコンポーネント  （続き）

コンポーネント 説明
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統合ソリューション トポロジの WebLogic 
Integration へのマッピング

WebLogic Integration のアーキテクチャを理解するこ とで、 統合スペシャ リ ス ト
は要件で指定した統合トポロジを適切な  WebLogic Integration の機能にマッピン
グできます。 統合スペシャ リ ス トは、 以下の事項がどのよ うに実装されるのかを

確認する必要があ り ます。

� ネッ ト ワーク  ト ポロジと管理統制のスコープの定義

� 人間ユーザの会話の定義

� EIS アプリ ケーシ ョ ン との統合

� 他の WebLogic Integration ク ラスタ との統合

� 企業内の他のド メ イン との統合

� BEA TUXEDO および BEA eLink との統合

� 外部ト レーディ ング  パートナとの統合

� カスタム アプリ ケーシ ョ ン開発の統合

WebServices UDDI、 WebServices Description Language （WSDL）、 Simple Object Access 
Protocol （SOAP） などの WebServices 技術を使用して WebServices 統合を
サポートするためのサンプル コードを提供する。 WebLogic Integration で
は、 BPM ワークフローから  WebService を呼び出したり、 BPM ワークフ

ローを WebService と して使用したり、 アプ リケーシ ョ ン  ビューを  
WebService と して使用した りする こ とができ る。 WebLogic WebServices の
概要については、 次の URL の dev2dev Online で Technology Tracks の
「WebServices と  XML」 を参照。

http://dev2dev.bea.com/index.jsp

表 3-1  WebLogic Integration アーキテクチャの主要なコンポーネント  （続き）

コンポーネント 説明
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ネッ トワーク トポロジと管理統制のスコープの定
義

地理的に分散した WAN を使用している企業では、 別々の場所には別々のド メ イ
ンがある場合があ り ます。 たとえば、 本社がニューヨークにあ り、 出張所がロン

ドン と東京にある企業では、 ド メ インが 3 つに分かれている場合があ り ます。

設計方法はド メ イン管理のタイプによって決まるので、 WebLogic Integration ソ
リ ューシ ョ ンを設計する と きには、 それらの場所がどのよ うに管理されるのかを

理解するこ とが重要です。

ド メ インは、 以下の方法で管理できます。

� 一元的な管理－全社的な  IT サポート組織によってすべてのド メ インが一元
的に管理されます。 この環境では、 WebLogic Integration ク ラスタを各ド メ
インにインス トールでき、 WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンでド メ イン
間の通信を調整できます。 詳細については、 3-12 ページの 「他の WebLogic 
Integration ク ラスタ との統合」  を参照して ください。

� ローカル管理－独立した  IT サポート組織によってド メ インの一部またはす
べてがローカルで管理されます。 この環境では、 WebLogic Integration ク ラ
スタを各ド メ インにインス トールでき、 WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ
ンでは B2B Integration を利用してド メ イン間の通信を管理します。 この場
合、 各サイ トは ト レーディ ング  パートナと して扱われます。 詳細について
は、 3-14 ページの 「企業内の他のド メ イン との統合」 を参照して ください。

人間ユーザの会話の定義

WebLogic Integration では、 以下の 2 種類の人間ユーザの会話がサポート されま
す。

� Worklist ユーザ

� ク ラ イアン ト  ユーザ

人間ユーザに関する統合ソ リ ューシ ョ ン要件の定義の詳細については、 2-6 ペー
ジの 「人間ユーザ」  を参照して ください。
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Worklist ユーザ

注意 : Worklist ク ラ イアン トは WebLogic Integration リ リース  7.0 よ り非推奨と
な り ました。 代替機能に関する詳細については、 『WebLogic Integration 
リ リース ノート 』 を参照して ください。

Worklist ユーザには、 ビジネス  プロセスによって直接作業が割り当てられます。
このよ うにタスクの割り当てられたユーザは、 ビジネス  プロセス と密接に関わ
り ます。 WebLogic Integration では、 Worklist とい う ク ラ イアン ト  アプリ ケー
シ ョ ンを使用してユーザにタス クを割り当てるこ とができます。 Worklist を使用
して、 タスクはユーザまたはロールに割り当てるこ とができます。 ロールとは指

定されたユーザのグループのエリ アスのこ とであ り、 そのロールのユーザはすべ

て、 ロールに割り当てられたタスクを実行できます。 Worklist では、 タスクの割
り当てられたユーザがそのタス クを実行してからプロセスが継続されるよ うに指

定するこ と もできます。Worklist ユーザは、 以下のタイプの Worklist ク ラ イアン
ト のいずれかを使用して WebLogic Integration と会話します。

JSP ベースのク ライアン ト と コマンド ラ イン ク ラ イアン トについては、サンプル 
コードが WLIHome/samples/bpm_api ディ レク ト リに用意されています。

カスタム Worklist ク ラ イアン トの開発については、 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ
ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング  ガイ ド 』 を参照して ください。

表 3-2  Worklist クライアントのタイプ

Worklist タイプ 説明

Swing GUI Swing GUI ク ラ イアン トは、 WebLogic Integration に付

属の Worklist アプ リケーシ ョ ンを使用して BPM の機

能を使用する。

JSP ベース JSP ベースのク ラ イアン トは、 BPM API にアクセスす

る  Java Server Pages （JSP） で記述された Worklist ク ラ

イアン ト を通じて  BPM の機能を使用する。

コマン ド ラ イン Worklist ク ラ イアン トは、 CLWorklist コマンドを実

行して  BPM の機能を使用する。
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クライアント  ユーザ

ク ラ イアン ト  ユーザは、 プロセスの一部であるアプリ ケーシ ョ ンを使用してビ
ジネス  プロセス と間接的に会話します。 たとえば、 販売担当者は JSP ベースの
アプ リ ケーシ ョ ンにログインし、 販売注文を作成して （注文を処理するワークフ

ローが開始される）、 電子メールの確認を受信できます。

ク ライアン ト  ユーザは、 3 種類のメ ッセージ （以下の節を参照） のいずれかを使

用してメ ッセージ ベースの非同期交換を通じて BPM と会話します。

� メールボッ クス  ベースのメ ッセージ

� 電子メール メ ッセージ

メールボックス ベースのメ ッセージ

WebLogic Integration では、 B2B Integration で、 データベース  ベースのメール
ボッ クスを通じて BPM プロセス と会話する  HTML ベースの Zeroweight Client が
提供されます。 ブラウザ  ク ラ イアン トによってメールボッ ク スに配置された  
XML メ ッセージは、 WebLogic Integration プロセス  エンジンに送信されます。
WebLogic Integration プロセス  エンジンによってメールボッ クスに配置された  
XML メ ッセージは、 ブラウザ ク ラ イアン ト で読むこ とができます。 ブラウザ ク
ラ イアン ト がメールボッ クス と会話できるよ うにする  JSP タグのラ イブラ リ も用
意されています。 ブラウザ ク ラ イアン ト では、 XML メ ッセージを処理しなけれ
ばな り ません。 詳細については、 次の URL で 「Zeroweight Client の使用」 を参
照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/interm/b2bhome.htm

注意 : WebLogic Integration リ リース  7.0 よ り、 このセクシ ョ ンで説明する、
Trading Partner Zeroweight Client、B2B Mail Box、B2B JSP ブラウザ タグ  
ラ イブラ リ機能は非推奨になり ました。 代替機能の詳細については、

『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

電子メール メ ッセージ

WebLogic Integration プロセス  エンジンでは、 フ リー テキス ト または XML デー
タの含まれる電子メール メ ッセージを送信できます。 詳細については、
『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 の 「アクシ ョ ンの定義」 の 「電

子メール メ ッセージの送信」 を参照して ください。 電子メールで XML メ ッセー
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ジを受信し、 それを  BPM プロセス （WebLogic Integration Studio の開始 / イベン
ト  ノードおよびイベン ト  ノードで表される  BPM プロセスなど） に転送するア
ダプタを作成する こ と もできます。

EIS アプリケーションとの統合

WebLogic Integration では、 EIS アプリ ケーシ ョ ンと統合するためのメカニズム
が複数用意されています。 以下の節では、 それらのメ カニズムについて説明しま

す。

� Application Integration アダプタ

� 他の統合テクニッ ク

� カスタム アプリ ケーシ ョ ン統合ソ リ ューシ ョ ンの開発

方法は、 各アプリ ケーシ ョ ンで個別に選ぶ必要があ り ます。 できる限り、 EIS ア
プ リ ケーシ ョ ンは LAN 経由で WebLogic Integration に接続するべきです。EIS ア
プ リ ケーシ ョ ン統合の統合要件の定義については、 2-6 ページの 「アプ リ ケー

シ ョ ン統合－アプ リ ケーシ ョ ン統合で使用するエンタープライズ情報システム

（EIS） アプ リ ケーシ ョ ン」  を参照して ください。

Application Integration アダプタ

WebLogic Integration と外部の EIS アプリ ケーシ ョ ンを統合する最も一般的な方
法は、 Application Integration アダプタを使用する こ とです。統合する  EIS によっ
ては、 既製のアダプタが販売されています。 カスタム  アダプタを開発する こ と
も可能です。 以下の節では、 Application Integration アダプタの利点について説明
します。

� 実際的な機能

� 汎用性

� ビジネスレベル インタフェース

� BPM との統合

� Application Development Kit
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Application Integration アダプタの詳細については、次の URL にある 『Enterprise 
Application Integration (EAI): Providing Stability in the Whirlwind of E-Commerce』
を参照して ください。

http://www.bea.com/products/elink/EAI_business_wp.shtml

実際的な機能

Application Integration アダプタは J2EE コネク タ  アーキテクチャ （J2EE-CA） に
基づいているので、 接続管理、 ト ランザクシ ョ ン管理、 セキュ リ テ ィ管理といっ

た実際的な機能を備えています。 WebLogic Server によって提供される基盤の 
J2EE CA エンジンでは、 それらの機能がサポート されます。

主な利点は接続のプールです。 EIS アプ リ ケーシ ョ ンへの接続は、 場合によって
は高コス ト の リ ソース とな り ます。 WebLogic Integration の接続プール機能を利
用する と、 その リ ソースを多数の WebLogic Integration 要求で共有できます。

汎用性

Application Integration アダプタは、統合要件に合わせてコンフ ィグレーシ ョ ンさ
れる汎用的なアダプタです。 アダプタは、 ブラウザを通じてコンフ ィグレーシ ョ

ンします。 したがって、 開発者でな く てもアダプタをコンフ ィグレーシ ョ ンでき

ます。 コンフ ィグレーシ ョ ンは、 開発者ではな く、 統合するアプリ ケーシ ョ ンの

実行に精通している人に委ねるのが適切です。 この汎用的なアダプタの設計で

は、 動的な統合環境もサポート されます。

ビジネスレベル インタフェース

サービス  アダプタおよびイベン ト  アダプタによって WebLogic Integration プロ
セス  エンジンに提示されるインタフェースは、EIS アプ リ ケーシ ョ ン固有の API 
呼び出しではな く ビジネスレベル インタフェースです （create_new_customer な
ど）。 このため、 BPM プロセスの設計者は API を介してプログラム的にアプリ
ケーシ ョ ン と統合する仕組みではな くプロセスの機能に集中する こ とができま

す。

アプ リ ケーシ ョ ン統合のすべてのサービス  メ ッセージと イベン ト  メ ッセージは、
WebLogic Integration リポジ ト リの XSD と して定義します。
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BPM との統合

BPM と  Application Integration の機能は、 設計時と実行時の両方で直接統合され
ます。 ワークフローを構築するワークフロー設計者は、 アプ リ ケーシ ョ ン統合の
イベン ト とサービスを  WebLogic Integration Studio で表示できます。

Application Development Kit

WebLogic Integration には、 アプ リ ケーシ ョ ン統合のサービス  アダプタ と イベン
ト  アダプタを開発するための Application Development Kit （ADK） があ り ます。
詳細については、 『アダプタの開発』 を参照して ください。

他の統合テクニック

EIS アプリ ケーシ ョ ンの他の統合テクニッ クには以下のものがあ り ます。

� BPM ビジネス オペレーシ ョ ン

� JMS ラ ッパー

BPM ビジネス オペレーシ ョ ン

WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンでは、 WebLogic Integration プロセス  エン
ジンから始まった要求 /応答モデルを  BPM ビジネス オペレーシ ョ ンを使用して
実装できます。 ビジネス  オペレーシ ョ ンを使用して、 開発者は統合ソ リ ュー
シ ョ ンで使用される  EIS アプリ ケーシ ョ ン  インタフェースをラ ップする  EJB ク
ラスまたは Java ク ラスを作成します。 ビジネス  オペレーシ ョ ンを利用する と、
この EJB ク ラスまたは Java ク ラスは WebLogic Integration プロセス エンジンと
統合し、 ワークフローから呼び出すこ とができます。 統合スペシャ リ ス トは、 ビ

ジネス  オペレーシ ョ ンを使用して  WebLogic Integration プロセス  エンジンから  
EIS を同期的に呼び出します。

JMS ラ ッパー

WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンでは、 JMS ラ ッパーを使用して非同期統合
モデルを実装できます。 開発者は、 EIS アプリ ケーシ ョ ンから  WebLogic 
Integration に （またはその逆方向で） メ ッセージを送信できる  JMS ラ ッパーを
作成できます。 それらのメ ッセージは、 以下のいずれかのフォーマッ トで作成で

きます。
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� XML －適切な DTD または XSD を  WebLogic Integration リ ポジ ト リで定義
する必要があ り ます。

� バイナ リ－ Data Integration プラグイン機能を使用して、 バイナ リ  フォー
マッ ト と  XML フォーマッ ト の間で変換を実行できます。

統合スペシャ リ ス トは、JMS ラ ッパーを使用して WebLogic Integration プロセス  
エンジンから  EIS を非同期で呼び出します。

カスタム アプリケーション統合ソリューションの開発

EIS アプリ ケーシ ョ ン との統合を実現する最も簡単な方法は、既製の Application 
Integration アダプタを購入するこ とです。 ただし、 カスタム  アプリ ケーシ ョ ンで
使用できるそのよ う なアダプタがない場合は、 カスタム統合ソ リ ューシ ョ ンを開

発する必要があ り ます。 統合スペシャ リ ス トは、 Application Integration アダプ
タ、 ビジネス  オペレーシ ョ ン、 または JMS ラ ッパーのどれを開発するのかを決
める必要があ り ます。

既製の Application Integration アダプタを使用する欠点は、 カスタムの統合よ り
も多 くの開発作業を要する場合がある こ とです。 Application Integration アダプタ
の設計モデルは、 開発者が一度アダプタをビルド し、 それを多くの統合環境で利

用できるよ うにする とい う ものです。 これは、 商用の既製アダプタを開発するの
に最適なモデルと言えます。

ただし、 EIS アプ リ ケーシ ョ ンの統合要件が単純で変化しない場合 （た とえば、

変更される こ とのない 2 つの API メ ソ ッ ドのみを呼び出すよ うにアプリ ケー
シ ョ ンが設計されている場合） は、 ビジネス  オペレーシ ョ ンまたは JMS ラ ッ
パーを使用する方が開発作業が少な く て済みます。

データベースの統合－サンプルの Application Integration データベース アダ
プタ

WebLogic Integration では、 統合ソ リ ューシ ョ ンで使用できるサンプルの 
Application Integration データベース  アダプタのソース  コードが提供されます。
このアダプタではサービス と イベン ト の両方がサポート されます。

� サービス  アダプタは、 コンフ ィ グレーシ ョ ンされた  SQL 文をデータベース
に対して実行します。

� イベン ト  アダプタは、 データベース  テーブルの更新をモニタします。
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必要に応じてソース コードを拡張するこ と もできます。 詳細については、 『アダ
プタの開発』 の 「DBMS アダプタ」 を参照して ください。

ファイルと  FTP の統合－サンプルのアプリケーシ ョ ン統合バイナリ  ファイ
ル アダプタ

サンプルのアプリ ケーシ ョ ン統合バイナ リ  ファ イル アダプタのソース  コード
は、 次の URL の BEA dev2dev Online で提供されています。

http://dev2dev.bea.com/index.jsp

このサンプル アダプタではサービス と イベン ト の両方がサポート されます。

� サービス アダプタは、 XML メ ッセージを受け取 り、 WebLogic Integration 
で提供される  Data Integration の機能を使用してそれをバイナリ  フォーマッ
ト に変換して、 そのバイナ リ  データをファ イルに書き込みます。

� イベン ト  アダプタは、 ディ レク ト リでバイナ リ  フ ァ イルをモニタし、
WebLogic Integration で提供される  Data Integration の機能を使用してそのバ
イナ リ  データを XML に変換して、 その XML を  JMS メ ッセージと して 
WebLogic Integration プロセス  エンジンに送信します。

他の WebLogic Integration クラスタとの統合

3-5 ページの 「ネッ ト ワーク  ト ポロジと管理統制のスコープの定義」 で説明され
ているよ うに、 企業内では他の管理ド メ イン （外国のオフ ィ スなど） との統合が

必要な場合があ り ます。 それらのド メ インが一元的に管理されており、 WAN 経
由で統合ソ リ ューシ ョ ンから認識できる場合は、 WebLogic Integration ク ラスタ
を各サイ トにインス トールし、 WebLogic Integration でそれらの通信を調整でき
ます。

この場合、 各 WebLogic Integration ク ラスタは個別に扱う必要があ り ます （ビジ

ネス  プロセスをローカルの WebLogic Integration ク ラスタの要件に合わせてカス
タマイズする）。 WebLogic Integration ク ラスタのビジネス プロセスは、 交換さ
れる  XML メ ッセージを使用して統合します。 それらの XML メ ッセージを定義
する  DTD または XSD は、 各 WebLogic Integration ク ラスタの WebLogic 
Integration リポジ ト リに格納します。
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WebLogic Integration ク ラスタの詳細については、 『WebLogic Integration ソ
リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の 「WebLogic Integration ク ラスタについて」
を参照して ください。

統合オプション

WebLogic Integration ク ラスタは、WebLogic Integration の以下の機能を使用して
統合できます。

� XOCP プロ ト コルを使用する  B2B Integration 機能。 WebLogic Integration ク
ラスタは XOCP コンフ ィグレーシ ョ ンの ト レーディ ング  パートナです。 詳
細については、 『B2B Integration 入門』 を参照して ください。

注意 : XOCP ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本リ リースよ り
非推奨にな り ました。 代替機能に関する詳細については、 『WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

� WebLogic Integration WebServices のサンプル コード。 詳細については、 次
の URL にある  BEA dev2dev Online で、 Technology Tracks の 「WebServices 
と  XML」 を参照して ください。

http://dev2dev.bea.com/index.jsp

統合サンプル

ある企業で、 営業本部がニューヨークにあ り、 地域別の倉庫が世界中にあるグ

ローバルな流通システムが運営されている と します。 ニューヨークのオフ ィ スで

は注文管理システムが使用され、 各倉庫では流通アプ リ ケーシ ョ ンが実行されま

す。 それぞれの場所では、 WebLogic Integration ク ラスタが実行されています。

この場合、 注文管理アプリ ケーシ ョ ンは注文を受け、 どの地域でその注文に対応

すべきかを判断し、 その地域に通知します。 各地域では、 ワークフローで要求を

処理し、 応答を注文管理システムに送り返すこ とができます。
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企業内の他のド メインとの統合

企業内では、 統合ソ リ ューシ ョ ンの管理が及ばない、 または統合ソ リ ューシ ョ ン

から見るこ とのできない他の管理ド メ イン （外国のオフ ィ スなど） との統合が必

要な場合もあ り ます。 そのよ う な他のド メ インでは、 それら独自の統合要件と し

て WebLogic Integration が使用される場合も、 使用されない場合もあ り ます。

WebLogic Integration ド メ インは、WebLogic Integration の以下の機能を使用して
統合できます。

� XOCP プロ ト コルを使用する  B2B Integration 機能。 WebLogic Integration ク
ラスタは XOCP コンフ ィ グレーシ ョ ンの ト レーディ ング  パートナです。 詳
細については、 『B2B Integration 入門』 を参照して ください。 このよ う な場
合、 他のド メ インは企業内部にある （かつフ ァ イアウォールの内側にある）

ト レーディ ング パートナと して考える必要があ り ます。 他のド メ イン とや り
取 りする必要のあるビジネス  イベン ト を定義します。 それらのビジネス  イ
ベン トは XML を使用して表されるので、 関連する  DTD または XSD を定義
する必要があ り ます。

注意 : XOCP ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本リ リースよ り非
推奨にな り ました。 代替機能に関する詳細については、 『WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

� WebLogic Integration WebServices のサンプル コード。 詳細については、 次
の URL にある  BEA dev2dev Online で、 Technology Tracks の 「WebServices 
と  XML」 を参照して ください。

http://dev2dev.bea.com/index.jsp

� 組織内の他のド メ インで WebLogic Integration が使用されている場合は、
3-12 ページの 「他の WebLogic Integration ク ラスタ との統合」 で説明されて
いる技術を使用して WebLogic Integration ク ラスタを統合できます。

� 他のド メ インで別の統合ソ リ ューシ ョ ンが使用されている場合は、 カスタム

の統合を開発しないと  XML メ ッセージをそのソ リ ューシ ョ ン と交換できま
せん。
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BEA TUXEDO および BEA eLink との統合

WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンでは、WebLogic Server に既にデプロイ され
ている以下のアプリ ケーシ ョ ンを統合できます。

� BEA WebLogic Tuxedo Connector は、 WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンと  
Tuxedo サービスの統合を実現します。 詳細については、 次の URL にある  
WebLogic Tuxedo Connector のマニュアルを参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/wtc.html

� BEA eLink は、 WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ン と従来のアプリ ケーシ ョ
ンの統合を実現するエンタープライズ アプリ ケーシ ョ ン統合 （EAI） 製品の
ファ ミ リーです。 詳細については、 次の URL にある  eLink のマニュアルを
参照して ください。

http://edocs.bea.com/elink/index.html

外部トレーディング パートナとの統合

外部の ト レーディ ング  パートナと統合する最も一般的な方法は、 B2B 統合ソ
リ ューシ ョ ンを開発するこ とです。 以下の節では、 WebLogic Integration が提供
する  B2B Integration の機能の基本事項について説明します。

� B2B 統合のアーキテクチャ

� サポート対象のビジネス  プロ ト コル

B2B 統合のアーキテクチャ

B2B 統合ソ リ ューシ ョ ンのアーキテクチャは、 それがバ リ ュー チェーン統合
（ピア ツー ピア  コンフ ィグレーシ ョ ン） であるのか、 それと も  B2B 交換 （ハブ 
アンド  スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ン） であるのかによって異な り ます。 それ
らのアーキテクチャを比較する詳細な説明については、 『B2B Integration 入門』
の 「B2B Integration の基礎」 の 「コンフ ィグレーシ ョ ン  モデル」 を参照して く
ださい。
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注意 : このセクシ ョ ンで説明した 2 つのビジネス  プロ ト コル cXML と  XOCP は 
WebLogic Integration リ リース  7.0 よ り非推奨になっています。 代替機能
に関する詳細については、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参

照して ください。

バリュー チェーン統合ソリューショ ンのピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ
ン

バ リ ュー チェーン統合ソ リ ューシ ョ ンには、 以下のタイプの統合のいずれかま
たは両方が関わり ます。

� サプライチェーン。 企業とサプライヤを統合します。

� デマンドチェーン。 企業と顧客を統合します。

ピア ツー ピア コンフ ィ グレーシ ョ ンは、 次の図のよ うにバ リ ュー チェーン統合
ソ リ ューシ ョ ンで使用します。
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図 3-1   バリュー チェーン統合ソリューションのピア ツー ピア コンフ ィグレー
ション

ピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ ンでは、 1 つのト レーディ ング パートナ （企

業） がチャネル マスタ （CM） にな り ます。 チャネル マスタ とは、 他のすべて
のト レーディ ング パートナ （サプライヤ、 顧客、 または両方） が接続される管

理エンテ ィテ ィのこ とです。 このコンフ ィグレーシ ョ ン モデルは、 ト レーディ
ング パートナが RosettaNet、 cXML、 または EDI プロ ト コルを使用して通信する
必要がある場合にも使用します。

B2B 交換ソリューショ ンのハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ン （非
推奨）

B2B 交換ソ リ ューシ ョ ンは、 ト レーディング  パートナを  B2B ト ランザクシ ョ ン
に参加させます。 B2B ハブ アンド  スポーク  アーキテクチャは、次の図のよ うに 
B2B 交換ソ リ ューシ ョ ンで使用します。
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図 3-2   B2B 交換ソリューションのハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーション

ハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ンでは、 1 つの企業が参加 ト レーディ
ング パートナ （スポーク） の間の B2B メ ッセージを調整するハブと して機能し
ます。 B2B アプリ ケーシ ョ ンは、 XOCP プロ ト コルを使用する配信チャネルを
通じて通信します。 このコンフ ィグレーシ ョ ン モデルでは、 メ ッセージのルー
ティ ング とフ ィルタ処理、 サービス品質、 会話中の ト レーディング パートナに
対するサービス といった付加価値サービスを実行する メ ッセージ フローの仲介
機能が提供されます。

ハイブリ ッ ド  アーキテクチャ

WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンでは、 ピア ツー ピア コンフ ィ グレーシ ョ
ン とハブ アンド  スポーク  コンフ ィ グレーシ ョ ンを組み合わせて使用する場合も
あ り ます。 このコンフ ィグレーシ ョ ン  モデルでは、 一部の ト レーディ ング  パー
トナでは XOCP を使用し、その他の ト レーディング パートナではピア  ツー ピア 
プロ ト コル （RosettaNet、 cXML、 または EDI） を使用して ト レーディ ング  パー
トナ間でメ ッセージを交換できます。

サポート対象のビジネス プロト コル

ビジネス プロ ト コルは、 ト レーディ ング  パートナ間で交換されるビジネス  メ ッ
セージの構造、 ビジネス  メ ッセージを処理する方法、 および適切な相手にメ ッ
セージをルーティ ングする方法を指定します。

WebLogic Integration は以下のビジネス  プロ ト コルをサポート します。

� ebXML － WebLogic Integration をデプロイ している ト レーディ ング  パート
ナが使用し、 WebLogic Integration の ト レーディ ング パートナ軽量ク ラ イア
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ン ト である  Business Connect をデプロイしている ト レーディ ング  パートナと
やり取 り します。 WebLogic Integration は、 HTTP などの通信プロ ト コルで 
ebXML メ ッセージの転送に使用される メ ッセージ エンベロープとヘッダ ド
キュ メ ン ト  スキーマを定義する  ebXML メ ッセージ サービス仕様 v1.0 をサ
ポート しています。

� XOCP （eXtensible Open Collaboration Protocol） －ハブ アンド  スポーク  コン
フ ィグレーシ ョ ンおよび拡張機能を提供するために使用します。 拡張機能に

は、 メ ッセージのマルチキャス ト 、 メ ッセージのペイロード定義の独立、 会

話ライフサイ クルの管理、 サービス品質 （QoS） 機能 （メ ッセージ持続性、

タ イムアウ ト、 再試行、 相関 ID など） などがあ り ます。

注意 : XOCP ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本リ リースよ
り非推奨になり ました。 代替機能に関する詳細については、

『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

� RosettaNet －ト レーディ ング  パートナで RosettaNet プロ ト コルを使用した接
続が必要な場合、 または統合ソ リ ューシ ョ ン要件で標準的なプロ ト コルの使

用が要求される場合に使用します。 B2B Integration における  RosettaNet のサ
ポートについては、 『B2B Integration RosettaNet の実装』 を参照して くださ
い。

� cXML （Commerce eXtensible Markup Language） － Ariba 接続が必要なと き
に使用します。 B2B Integration における  cXML の詳細については、 『B2B 
Integration cXML の実装』 を参照して ください。

注意 : cXML ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本リ リースよ
り非推奨になり ました。 代替機能に関する詳細については、

『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

� EDI （電子データ交換） － ト レーディング  パートナで EDI を使用した接続が
必要な場合に使用します。 EDI の詳細については、 『WebLogic Integration 
EDI ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

これらの異なるビジネス  プロ ト コルを比較する詳細な説明については、 『B2B 
Integration 入門』 の 「概要」 の 「E ビジネスの要件を満たす」 の 「ビジネス  プロ
ト コルのサポート 」 を参照して ください。
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カスタム アプリケーション開発の統合

WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの全体的なアーキテクチャを設計する と き
には、 統合スペシャ リ ス トはカスタム  コードの開発を要するギャ ップを識別す
る必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン  カスタマイズ オプシ ョ ンには、 BPM プラ
グイン、 カスタム  アダプタ、 およびロジッ ク  プラグインがあ り ます。

BPM プラグイン

WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンでは、 BPM プラグイン フレームワークを
実装するカスタム BPM プラグインを作成しなければならない場合があ り ます。
BPM プラグインの設計と開発の詳細については、 『WebLogic Integration BPM プ
ラグイン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照して ください。

カスタム アダプタ

Application Integration の機能に基づ く  WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンで
は、 カスタム Application Integration アダプタを作成しなければならない場合が
あ り ます。

カスタム ロジック プラグイン （非推奨）

B2B Integration の機能に基づ く  WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンでは、 カス
タム ロジッ ク  プラグインを作成しなければならない場合があ り ます。 カスタム  
ロジッ ク  プラグインは、 ビジネス  メ ッセージの特殊な処理を実行する  Java ク ラ
スです。 具体的には、 ロジッ ク  プラグインはビジネス  メ ッセージがノードを経
由する場合にルールと ビジネス  ロジッ クを必要な箇所に挿入します。 詳細につ
いては、 『B2B Integration ロジッ ク  プラグイン プログラ ミ ング  ガイ ド』 を参照
して ください。

注意 : カスタム  ログッ ク  プラグインは、 本リ リースの WebLogic 
Integration で非推奨となった  XOCP プロ ト コルに基づいています。
XOCP に代わる機能の詳細については、 『WebLogic Integration リ
リース  ノー ト 』 を参照して ください。
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ビジネス プロセスの実装

統合ソ リ ューシ ョ ン  ト ポロジを定義したら、 統合スペシャ リ ス トはビジネス  プ
ロセスの実装を始める こ とができます。 統合ソ リ ューシ ョ ン要件で定義された各

ビジネス  プロセスについて、 以下の節で説明されているいくつかの項目を実装
する必要があ り ます。

� ビジネス  イベン ト

� 条件データ

� ビジネス  ルール

� マッピング

� ビジネス  ト ランザクシ ョ ン

ビジネス イベント

ビジネス  イベン ト とは、 統合ソ リ ューシ ョ ンのエンド  ポイン ト間を行き来する
イベン トのこ とです。 一部のイベン トは入力と してプロセスに送信され、 他のイ

ベン トはプロセス内で生成する必要があ り ます。 WebLogic Integration で、 ビジ
ネス  メ ッセージは XML フォーマッ ト またはバイナ リ  フォーマッ ト で送信され
ます。

各ビジネス  イベン トについて、 統合スペシャ リ ス トは以下の事項を定義する必
要があ り ます。

� ユニークなイベン ト名

� イベン トの構造とデータ内容を記述する メ タデータ

� XML データの場合、 フォーマッ トは DTD または XSD のいずれかです。

� バイナ リ  データの場合、 フォーマッ トは WebLogic Integration の Data 
Integration の機能で生成されたメ ッセージ フォーマッ ト言語 （MFL） で
なければな り ません。

これらの定義は、 WebLogic Integration リ ポジ ト リに格納します。 できる限
り、 メ タデータを保持する リポジ ト リのエンテ ィテ ィの名前と してはイベン

ト名を使用して ください。WebLogic Integration では、 Application Integration 



3 統合ソリ ューシ ョ ンの設計

3-22 WebLogic Integration ソ リューシ ョンの設計

アダプタがコンフ ィグレーシ ョ ンされる と この情報が自動的にリポジ ト リに

格納されます。

条件データ

処理上の決定を行う時に必要な、 メ ッセージをルーティ ングする基準や条件に応

じてコードを実行する基準などの、 条件データ情報です。 通常、 このよ う なデー

タはビジネス  イベン ト から抽出します。 しかし、 ビジネス  プロセス時に、 他の
データから動的に構築されます。 条件データはそれぞれ、 ワークフロー変数で表
現されます。

ビジネス ルール

処理ルールは、 プロセスの実行時の実行パスを決めるために条件データに適用さ

れます。 それらのルールは、 BPM ワークフローの分岐ノード と して表されます。
場合によっては、 多数の複合的な条件をデータ  セッ ト に適用しなければならな
い場合もあ り ます。 それらの条件の結果によって、 ワークフローの内容が決ま り

ます。 条件を適用して結果を返すためには、 Java ク ラスを開発する必要があ り
ます。 結果は、 BPM ワークフローの分岐ノードで使用できます。 結果を取得す
るために作成した Java ク ラスは、WebLogic Integration プロセス  エンジンからビ
ジネス  オペレーシ ョ ンと して呼び出すこ とができます。

マッピング

マッピングは、 入力ビジネス  メ ッセージと出力ビジネス  メ ッセージのデータ  ト
ランスフォーメーシ ョ ンを定義します。

ビジネス ト ランザクション

プロセスには、 1 つまたは多数のビジネス  ト ランザクシ ョ ンが含まれます。 ビジ
ネス  ト ランザクシ ョ ンと調整アクシ ョ ン はビジネス  ト ランザクシ ョ ンのロール
バッ クが必要になった時に実行されるので、 両方を定義する必要があ り ます。
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データ  ト ランスフォーメーションの定義

以下の節では、 WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデータ  ト ランスフォー
メーシ ョ ンについて説明します。

� XML ベースのデータ  ト ランスフォーメーシ ョ ンについて

� バイナ リ -XML ト ランスフォーメーシ ョ ンの定義

� バイナ リ -バイナ リ  ト ランスフォーメーシ ョ ンの定義

� XML-XML ト ランスフォーメーシ ョ ンの定義

データ  ト ランスフォーメーシ ョ ンの詳細については、 『WebLogic Integration 入
門』 の 「Data Integration」 および 『WebLogic Integration データ変換』 を参照し
て ください。
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XML ベースのデータ  ト ランスフォーメーションに
ついて

XML は、 WebLogic Integration で一番よ く使用される メ ッセージ  フォーマッ ト
です。 次の図は、 XML ベースのデータ  ト ランスフォーメーシ ョ ンが WebLogic 
Integration ソ リ ューシ ョ ンのアーキテクチャにどのよ うに組み込まれるのかを示
しています。

図 3-3   XML ベースのデータ ト ランスフォーメーション

XML データの最も一般的なソースには以下のものがあ り ます。

� ト レーディ ング パートナから受信したメ ッセージ

� バッ クエンド  EIS システム （J2EE-CA アダプタなど） からのイベン ト

� 非 XML データのソース （フラ ッ ト  フ ァ イルや EDI など）

XML は、 多 くの固有言語がある共通言語です。 XML データの各ソースでは、
異なる固有言語が使用されます。 つま り、 異なる固有言語の変換を処理する メカ

ニズムが必要とな り ます。 XSLT ト ランスフォーメーシ ョ ンは、 このメ カニズム
と して使用します。
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たとえば、 バイヤが発注書を  RosettaNet フォーマッ トでセラーに送信し、 セ
ラーがそのデータを （SAP IDOC フォーマッ トのデータのみを受け付ける） バッ
クエンド  SAP ERP システムにインポートする必要がある と します。 XSLT ト ラ
ンスフォーメーシ ョ ンを使用する と、 RosettaNet の発注データを IDOC に変換で
きます。

バイナリ -XML ト ランスフォーメーショ ンの定義

XML は WebLogic Integration で一番よ く使用される メ ッセージ  フォーマッ トで
すが、WebLogic Integration はバイナ リ  メ ッセージ インタフェースが使用される
環境と統合しなければならない場合もあ り ます。 WebLogic Integration の Data 
Integration の機能は、 XML フォーマッ ト とバイナリ  フォーマッ トの双方向の変
換を実行します。 この種の変換では、 メ ッセージのデータ構造と内容は変更され

ません。 メ ッセージ フォーマッ ト （XML またはバイナリ ） のみが変更されま
す。

バイナ リ  データのフォーマッ トは、 Format Builder アプ リ ケーシ ョ ンを使用して
グラフ ィ カルに作成される メ ッセージ フォーマッ ト言語 （MFL） ドキュ メ ン ト
で記述します。 MFL ドキュ メ ン トは、 バイナ リ  データを解析して XML ドキュ
メ ン ト に変換するためにデータ統合実行時ク ラスで使用されます。

バイナリ -バイナリ  ト ランスフォーメーションの
定義

バイナ リ -バイナ リ  ト ランスフォーメーシ ョ ンおよび任意の組み合わせ （バイ

ナ リ -XML や XML-バイナ リ など） は、 以下の 2 つのツールを組み合わせて使
用してサポート します。

� WebLogic Integration （XML-バイナ リ変換）

� XSLT （XML-XML ト ランスフォーメーシ ョ ン）
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XML-XML ト ランスフォーメーショ ンの定義

データ  ト ランスフォーメーシ ョ ン  プロセスは、 ソース  メ ッセージのデータ構造
と内容を対象のメ ッセージのデータ構造と内容にマッピングするプロセスです。

WebLogic Integration では、 XML メ ッセージでのみデータ  ト ランスフォーメー
シ ョ ンがサポート されています。 データ  ト ランスフォーメーシ ョ ンのメ カニズ
ムには XSLT を使用します。

ユーザは、 （WebLogic Integration にバンドルされている） Contivo Analyst などの
グラフ ィカル マッピング  ツールを使用して XSL スタイルシート を作成するか、
または手動でスタイルシート を作成できます。 XSL スタイルシートは、
WebLogic Integration リ ポジ ト リに格納します。

実行時に、 ト ランスフォーメーシ ョ ンはすべて WebLogic Integration プロセス  エ
ンジンによって実行されます。 入力メ ッセージは、 ワークフロー変数で提供され

ます。 変換を実行する際、 WebLogic Integration プロセス  エンジンは WebLogic 
Integration リポジ ト リの XSL スタイルシート を参照します。 出力メ ッセージは、
別のワークフロー変数に格納されます。

Contivo Analyst を使用した XML-XML ト ランスフォーメー
ショ ンの定義

WebLogic Integration には、 Contivo Analyst があ り ます。 Contivo Analyst は、
XSL スタイルシートの生成に使用できる設計時のグラフ ィ カル マッピング ツー
ルです。WebLogic Integration プロセス  エンジンは、実行時に XSL スタイルシー
ト を実行してソース メ ッセージを対象のメ ッセージに変換できます。 ソース  
メ ッセージと対象のメ ッセージは DTD または XSD を使用して定義し、 それら
の定義は WebLogic Integration リポジ ト リに格納します。 Contivo Analyst のイン
ス トール、 コンフ ィグレーシ ョ ン、 および使用の詳細については、 Contivo の製
品マニュアルを参照して ください。

WebLogic Integration リポジト リ との Contivo Analyst の統
合

Contivo Analyst は、 次の図のよ うに WebLogic Integration リポジ ト リ と直接統合
されます。
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図 3-4   WebLogic Integration リポジト リとの Contivo の統合

Contivo Analyst は、 リ ポジ ト リ を参照してソース と対象のメ ッセージ定義を選
択します。 選択された定義が Contivo Analyst に読み込まれる と、 ソースから対
象へのマッピングがグラフ ィ カルに指定されます。 マッピングが完了する と、

Contivo Analyst は XSLT を生成し、 それを直接 WebLogic Integration リポジ ト リ
に保存します。 WebLogic Integration プロセス  エンジンでは、 XSL Transform 
ワークフロー アクシ ョ ンを使用して XSLT を実行します。

統合ソリューションでの Contivo Analyst のロール

次の図は、 Contivo Analyst がどのよ うに WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンに
組み込まれるのかを示しています。
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図 3-5   WebLogic Integration ソリューションでの Contivo Analyst のロール

この図で、Contivo Analyst は XML Transformer EJB が顧客間で XML データを変
換するために使用する  XSL スタイルシート を生成します。

注意 : XSL ベースの変換コンポーネン ト だけでな く、 この図では WebLogic 
Integration ソ リ ューシ ョ ンの他の多くの要素が示されています。 それら
の要素には、 BPM ワークフロー、 Application Integration アダプタ、 およ
び Data Integration を使用し、 Format Builder アプ リ ケーシ ョ ンで作成さ
れたメ ッセージ フォーマッ ト言語 （MFL） ドキュ メ ン ト を使用してバイ
ナ リ -XML ト ランスフォーメーシ ョ ンを実行するアダプタがあ り ます。

3-24 ページの 「XML ベースのデータ  ト ランスフォーメーシ ョ ンについて」 で説
明されている  RosetteNet-IDOC ト ランスフォーメーシ ョ ンのシナリオを使用し
て、 次の手順は Contivo Analyst がどのよ うに統合ソ リ ューシ ョ ンに組み込まれ
るのかを示しています。

1. 開発者は、 顧客とのビジネス会話向けに B2B エンジンをコンフ ィグレーシ ョ
ンします。
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2. 開発者は、 受信した発注を処理するビジネス  プロセスを定義します （SAP シ
ステムのアダプタがコンフ ィ グレーシ ョ ンされて準備ができている と仮定す

る）。

3. 開発者は、 ソース （RosettaNet） と対象 （IDOC） のフォーマッ ト を Contivo 
Analyst にロード します。

フォーマッ トは DTD または XSD のいずれかです。 それらは WebLogic 
Integration リポジ ト リ またはローカルのファ イル システムに配置できます。

4. 開発者は、 ソースのフ ィールドから対象のフ ィールドのマッピング  ルールを
関連付けて Contivo Analyst ツールでマップを作成します。

5. マップが完了したら、 開発者は XSLT ト ランスフォーメーシ ョ ン ファ イルを
生成し、 それを  WebLogic Integration リ ポジ ト リに保存します。

XSLT ト ランスフォーメーシ ョ ン フ ァ イルは、 入力ドキュ メ ン ト （発注書）
と一緒に、 実行時に XSLT エンジンに渡される  XML ファ イル （拡張子 
.XSL） です。

6. WebLogic Integration Studio で、開発者は発注を受け取 り、それを  RosettaNet  
から  IDOC に変換して、 それを ERP システムに入力するビジネス  プロセス
を設計します。

詳細な設計の作成

統合ソ リ ューシ ョ ンでどの WebLogic Integration コンポーネン ト を使用するのか
が決まったら、 統合スペシャ リ ス トはビジネス  アナリ ス ト、 開発者、 およびシ
ステム管理者と共同で詳細な設計を作成し、 統合ソ リ ューシ ョ ンの構築を開始し

ます。

以下の節では、 WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの詳細な設計の作成に関連
する情報を提供します。

� 統合設計ツールの使用

� デプロイ メン ト環境の設計

� 統合設計でのパフォーマンスに関する考慮事項
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統合設計ツールの使用

以下の WebLogic Integration ツールを使用する と、 詳細な設計を作成しやすくな
り ます。

� WebLogic Integration Studio を使用する と、 ビジネス  プロセスをモデル化し、
BPM ワークフローを設計および生成できます。 詳細については、 『WebLogic 
Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 を参照して ください。

� Contivo Analyst を使用する と、 XML-XML ト ランスフォーメーシ ョ ンを処
理する  XSL スタイルシート を作成できます。 詳細については、 3-26 ページ
の 「XML-XML ト ランスフォーメーシ ョ ンの定義」 を参照して ください。

� Format Builder を使用する と、 バイナ リ -XML ト ランスフォーメーシ ョ ンを
処理する  MFL ドキュ メ ン ト を作成できます。 詳細については、 『WebLogic 
Integration データ変換』 の 「フォーマッ ト定義のビルド」 を参照して くださ

い。

デプロイメン ト環境の設計

通常、 統合スペシャ リ ス トは統合ソ リ ューシ ョ ンの構築を始める前にデプロイ メ
ン ト環境を設計します。 統合スペシャ リ ス トは、 デプロイ メ ン トの リ ソース と コ

ス ト を計画するためにこの情報を必要と します。 WebLogic Integration ソ リ ュー
シ ョ ンのデプロイ メ ン ト については、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデ
プロイ メ ン ト 』 を参照して ください。

た とえば、 よ り多 くの作業負荷に対応し、 スケーラビ リ テ ィ を高めるためには、

統合ソ リ ューシ ョ ンは通常 WebLogic Integration ク ラスタにデプロイ します。 ク
ラスタ とは、 1 つの単位と して管理できる複数のサーバのグループのこ とです。
ク ラスタの設計については、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ
ン ト 』 の 「WebLogic Integration ク ラスタについて」 の 「ク ラスタ  デプロイ メ ン
ト の設計」 を参照して ください。
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統合設計でのパフォーマンスに関する考慮事項

以下の節では、 WebLogic Integration デプロイ メ ン トのパフォーマンスに影響す
る要素について説明します。 統合スペシャ リ ス トは、 統合ソ リ ューシ ョ ンの設計

段階でこれらの要素を考慮する必要があ り ます。

� メ ッセージの永続性

� メ ッセージのサイズ

� XML の解析と検証

� ワークフロー

� Application Integration

� アプ リ ケーシ ョ ンのロギング

� Secure Sockets Layer

WebLogic Integration デプロイ メ ン トの実行時パフォーマンスのチューニングに
ついては、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の 「パ

フォーマンスのチューニング」 を参照して ください。

メ ッセージの永続性

メ ッセージの永続性は、 ハード ウェアやネッ ト ワークの障害が発生したと きの

データの回復を向上させる  WebLogic Integration の機能です。 ただし、 メ ッセー
ジの永続性を有効にする と、 メ ッセージを永続データ  ス ト ア （データベースま

たはファ イル） に保存またはパージするために必要な処理オーバーヘッ ドが発生

するので、 システム全体のパフォーマンスが低下します。 詳細については、

『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「 永続性と回復のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を

参照して ください。

メ ッセージのサイズ 

大規模メ ッセージは、 特に大容量で交換される と きには、 小規模メ ッセージよ り

も多 くのシステム リ ソースを消費します。 このため、 大規模メ ッセージはパ
フォーマンスを低下させる場合があ り ます。 大規模メ ッセージは、 以下の 2 つの
形態で作成されます。
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� 大規模な XML メ ッセージ

� バイナ リ  ペイロード

WebLogic Integration B2B Console を使用する と、 B2B Integration の機能での大
規模メ ッセージのサポート をコンフ ィ グレーシ ョ ンできます。 詳細については、

『B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ』 の 「B2B Integration 
のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 の 「B2B Integration パラ メータの定義」 を参照して く
ださい。

注意 : 大規模メ ッセージを有効にする と、 よ り小さな メ ッセージの処理が遅く
なる場合があ り ます。

XML の解析と検証 

XML の解析は高コス ト なプロセスなので、 できる限り避ける必要があ り ます。
XML の検証はさ らに高コス ト なので、 高いパフォーマンスが要求されるすべて
のデプロイ メ ン ト で避ける必要があ り ます。 XML の解析と検証を管理する際
は、 以下の事項を考慮して ください。

� アプリ ケーシ ョ ンを設計する と きには、 メ ッセージング  プロセスでできる限
りペイロード  ベースの解析を回避するよ うにして ください。

� WebLogic Integration では、 以下の 2 種類のキューが提供されます。

� イベン ト検証キュー （com.bea.wlpi.ValidatingEventQueue）

� イベン ト非検証キュー （com.bea.wlpi.EventQueue）

イベン ト検証キューを使用するには、 -validate パラ メータを  
MDBGenerator ユーテ ィ リ テ ィに渡します。 詳細については、 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration の
カスタマイズ」 にある 「NULL 変数をサポートする  BPM のコンフ ィ グレー
シ ョ ン」 を参照して ください。

ワークフロー

この節では、 WebLogic Integration ワークフローのパフォーマンス向上の ヒン ト
を紹介します。
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同期処理 

WebLogic Integration では、 JMS イベン ト を通じて呼び出されるワークフローの
代わりに、 呼び出されるサブワークフローを使用できます。 通常、 呼び出される
ワークフローは高速ですが、 よ り多くの リ ソースが消費されます。 よ り多 くの リ

ソースが消費されるのは、 たとえば、 呼び出されるワークフローが実行時に呼び

出し元ワークフローをブロ ッ クするこ とが原因です。

高いパフォーマンスが要求されるデプロイ メ ン ト では、 次のよ うにして くださ

い。

� ワークフローがイベン ト を待たずに動作する場合は、 呼び出されるワークフ

ローを使用します。

� ワークフローがイベン ト を待つ場合は、 JMS イベン ト を使用してワークフ
ローを呼び出します。

� 最高レベルのパフォーマンスが必要な場合は、 サブワークフローを呼び出す

こ とな くすべての処理を単一テンプレートで実行します。

ビジネス メ ッセージの同期的送信

WebLogic Integration の高可用性機能を利用するワークフローを設計できます。
WebLogic Integration では RosettaNet プロ ト コルを使用するビジネス  メ ッセージ
の送信は非同期が要求されます （ビジネス  メ ッセージの同期送信はサポート し
ていません）。

ビジネス  メ ッセージの同期的送信には次の利点があ り ます。 ビジネス  メ ッセー
ジを送信するタスク  ノードが実行を完了したら、 必要に応じて即時にワークフ
ローのプロセスを次のノードへ進める こ とができます。 ビジネス  メ ッセージの
返信ステータスを待っている間、 ワークフローの実行を待機する必要があ り ませ

ん。 このセクシ ョ ンでは、 RosettaNet ベースのワークフローにおける メ ッセージ
の非同期送信設計の方法について説明しました。

ビジネス  メ ッセージを同期的に送信するワークフローを設計する場合は、 次の
定義を行います。

� ビジネス  メ ッセージを （以前のよ うに） 送信するタスク  ノード

� HTTP ステータス  イベン ト のタイムアウ ト値、 期日を指定するタスク  ノー
ド

� HTTP ステータス  イベン ト を受け取るイベン ト  ノード
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注意 : 7.0 以前のバージ ョ ンの WebLogic Integration を使用して作成された 
RosettaNet をベース とするワークフローをご使用の場合は、 ビジネス  
メ ッセージの送信方法を変更する必要があ り ます。 既存の RosettaNet 
ベースのワークフローから現在の WebLogic Integration リ リースへ移行
する詳しい方法については、 『WebLogic Integration 移行ガイ ド 』 を参照

して ください。

次の図では、 4 つのノード （T5、 T8、 C1、 E1） がどのよ うに RosettaNet ベース
のワークフローで非同期の ビジネス  メ ッセージの送信 タスク と関連性をもって
いるかを説明します。
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図 3-6   ビジネス メ ッセージの送信 ワークフロー

ビジネス  メ ッセージの非同期送信を指定する方法など、 RosettaNet プロ ト コル
をベース とするワークフローを作成する手順については、 次を参照して くださ

い。

� B2B Integration RosettaNet の実装

� 『B2B Integration ワークフローの作成』 の 「ビジネス  メ ッセージの送受信」
の 「RosettaNet ビジネス  メ ッセージの送信」

メ ッセージ タイムアウト

[ ビジネス  メ ッセージの送信 ] タスクに関連付けられている ノードを定義し、 接
続したら、 タイムアウ ト値を指定するタスク  ノードから分岐ノードに移動しま
す。 分岐ノードでは HTTP ステータスが評価され、 実行フローが適切であるか
判断されます。
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タイムアウ ト値は、 メ ッセージ遅延問題回避するのに十分な大きさになるよ うに

指定するこ とが必要です。 この問題は、 ワークフローが HTTP ステータス  イベ
ン ト を受信側 ト レーディング パート なから受け取る前にタイムアウ ト値に到達
する と発生します。 タイムアウ トに到達してからステータス  イベン ト を受け
取った場合は、 ワークフローはこのステータス  イベン ト を無視します。

一般に、 特に リモートの ト レーディング  パートナとの間では、 タイムアウ ト値
は 2時間以上に設定する必要があ り ます。 テス ト を行って、 適切なタイムアウ
ト値になるよ う調整して ください。

メ ッセージの再試行

ワークフローのベース となるビジネス  プロ ト コルご とに、 WebLogic Integration 
で利用可能な、 以前に送ったビジネス  メ ッセージが正常に送信されなかった場
合に送り直すよ うに指定する メ カニズムが異な り ます。

RosettaNet プロ ト コルをベースにしているワークフローには、 Studio を使用し
て、 メ ッセージの再送信機能を RosettaNet ベースのワークフローに埋め込むロ
ジッ クを設計する こ とが可能です。

ebXML ベースのワークフローには、 ワークフローではな く、 B2B Console で
メ ッセージ再送信を指定します。 この値は、 このワークフローに関連する  
ebXML 会話を実行している ト レーディ ング  パートナに対してドキュ メ ン ト交換
をコンフ ィ グレーシ ョ ンする時に指定します。 メ ッセージ再送信値を指定し、

[Delivery Semantics] 選択ボッ クスで [OnceAndOnlyOnce] を選択する と、 B2B エ
ンジンがこの値を使用して、 前の試行が失敗した後ビジネス  メ ッセージを何度
再送信するかを決定します。 ビジネス  メ ッセージが正常に送信された場合は、
再送信は実行されません。 これによ り、 メ ッセージは確実に一度だけ送信される

こ とにな り ます （[Delivery Semantics] 選択ボッ クスを選択した場合は、 B2B エ
ンジンは再送信値を無視します）。

条件

パフォーマンスが重要な場合は、 BPM の開始ノードまたはイベン ト  ノードでで
きる限り イベン ト条件を使用しないでください。 完了ノードの設定に関する詳細

については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 の 「ワークフロー 
テンプレートの定義」 を参照して ください。

XPath の使用

XPath を使用する と きには、 以下のガイ ド ラ インを考慮して ください。
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� XPath を使用して XML イベン トのデータから変数を設定する と きには、
XML イベン ト を受信したノードの変数テーブルで最初にすべての変数を設
定する方が効率的です。

� XML 変数を  XML イベン ト のペイ ロードに設定し、 それからワークフロー
変数を設定するアクシ ョ ンで XPath を使用する こ とは効率的ではあ り ませ
ん。

� ワークフロー変数を設定するアクシ ョ ンで  XPath を使用する と きには、
XML ソース変数が小さいほどパフォーマンスが向上します。 XPath が XML 
ソース変数のサブセッ トに対して繰り返し使用される場合は、 サブセッ トの

含まれる一時 XML 変数を作成し、 それからその一時変数に対して XPath を
実行する方が適切です。

一時変数の使用

BPM のパフォーマンスを向上させるには、静止状態の前に一時変数を  NULL に設
定します。 このよ うに設定する こ とで、 （イベン トのよ うに） ト ランザクシ ョ ン

の境界でディ スクに書き込まれるこ とがな くな り ます。

統計収集の無効化

BPM のパフォーマンスを向上させるには、 次のフラグを設定して統計の収集を
無効にします。

-wli.bpm.server.nostatistics=true

統計の収集が無効になる と、 WebLogic Integration Studio に統計が表示されな く
な り ます。

Application Integration

デフォルトでは、 Application Integration の機能は非同期の要求および応答でのト
ランザクシ ョ ン対応で永続的なメ ッセージ配信の使用に依存します。 この種の配

信では、 不要なメ ッセージングのオーバーヘッ ドが生じ る こ とがあ り ます。 シス
テムの全体的なパフォーマンスを向上させるには、 以下のソ リ ューシ ョ ンを使用

して ト ランザクシ ョ ン対応で永続的な配信を無効にします。

� ト ランザクシ ョ ンを無効にするには、 wlai.properties フ ァ イル
（config/domain/wlai リ ポジ ト リ ） を開き、 そのファ イルに次の行が含ま
れているよ うにします。

wlai.jms.asyncServiceTransFlag=false
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� 通常、 イベン ト配信のパフォーマンスはイベン トの生成に使用されるアダプ

タに依存します。 パフォーマンスを強化する場合、 たいていは EIS インスタ
ンスおよび EIS のイベン ト  アダプタをチューニングします。 WebLogic 
Server の Administration Console を使用して、 JMS 接続ファ ク ト リのデフォ
ルトの配信モードを非永続 に変更します。

� 非同期要求は、 サーバご とにプーリ ングされたスレ ッ ドで処理されます。 こ

のプールのスレ ッ ド数が同時に保留されている非同期要求に割り当てられた

スレ ッ ド数よ り も少ない場合、 余った要求はスレッ ド  プールから空きスレッ
ドを取得できるよ うになるまで処理されません。

この問題を解決するには、 wlai.properties ファ イルの 
wlai.numAsyncServiceRequestProcessors プロパティ を大きな値に設定し
て非同期プロセッサ スレッ ドの数を増やします。 このプロパテ ィは、
wlai.properties ファ イルに追加しなければならない場合もあ り ます。 この
プロパティのデフォルト値は 2 です。 つま り、 デフォルトでは、 特定のサー
バ インスタンスの特定の時点で非同期サービス要求は 2 つしか処理されませ
ん。

アプリケーションのロギング 

プロダクシ ョ ン環境で WebLogic Integration の全体的なパフォーマンスを向上さ
せるには、 アプ リ ケーシ ョ ンで実行するロギングを最低限に抑える必要があ り ま

す。 出力のロギングを無効にする方法については、 次の URL にある 『WebLogic 
Server 管理者ガイ ド』 の 「ログ  メ ッセージを使用した WebLogic Server の管理」
を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/logging.ht
ml

Secure Sockets Layer 

B2B Integration の機能が使用される  WebLogic Integration デプロイ メ ン トでパ
フォーマンスを向上させるには、 Secure Sockets Layer （SSL） の使用をセキュア
なメ ッセージングが必要な状況のみに制限します。 SSL では、 ビジネス メ ッ
セージの暗号化と解読などのタスクを実行するこ とによって余計な処理オーバー
ヘッ ドが生じ、 その結果と してシステム全体のパフォーマンスが低下します。
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サンプル WebLogic Integration アプリケー
ショ ンの高度な設計の指定

以下の節では、 これまでの節で説明された設計事項と関連するサンプル 
WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンの高度な設計について説明します。

� WebLogic Integration Studio を使用したビジネス  プロセスの自動化

� B2B Integration を使用したサプライ  チェーンの統合

� Application Integration アダプタを使用した  ERP システムの統合

� Data Integration を使用したデータ  ト ランスフォーメーシ ョ ンの管理

これらの節では、 第 2 章 「統合ソ リ ューシ ョ ンの要件の決定」 で定義された要件

がどのよ うに WebLogic Integration アーキテクチャのコンポーネン ト にマッピン
グされるのかについて説明します。 サンプル WebLogic Integration アプリ ケー
シ ョ ンの設計の詳細については、 『WebLogic Integration チュート リ アル』 を参照

して ください。

WebLogic Integration Studio を使用したビジネス 
プロセスの自動化

2-17 ページの 「統合ソ リ ューシ ョ ンと ビジネス  プロセスの指定」  で説明されて
いるビジネス  プロセスを自動化するために、 サンプルの WebLogic Integration ア
プリ ケーシ ョ ンでは WebLogic Integration Studio を使用して以下のビジネス  プロ
セスをモデル化および管理します。

� Query Price and Availability （QPA）

� Purchase Order

これらのビジネス  プロセスは、 ト レーディ ング  パートナの間でプラ イベート  
ワークフローと協調的ワークフローを使用します。 それらのワークフローでは、

2-20 ページの 「ビジネス  イベン トの指定」  で説明されているビジネス  イベン ト
と 2-20 ページの 「データ  フローの要件の指定」  で説明されているデータ  フロー
がカプセル化されます。
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ワークフロー設計の詳細については、 『WebLogic Integration チュート リ アル』 の

「サンプルについて」 の 「ビジネス  プロセスおよびワークフローのモデル化」 を
参照して ください。

B2B Integration を使用したサプライ チェーンの統
合

サプライ  チェーンの外部エンティテ ィ （サプライヤ） とのビジネス  ト ランザク
シ ョ ンを管理するために、 サンプルの WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンで
は WebLogic Integration の B2B Integration の機能を使用します。 具体的に言 う
と、 XOCP プロ ト コルを通じて ト レーディング  パートナの間で仲介メ ッセージ
ングを実現するハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ン （3-15 ページの 「外

部 ト レーディ ング パートナとの統合」 で説明） に基づいてビルド されます。
XOCP を使用するこ とで、 サンプルの WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンは
2-23 ページの 「サービス品質の指定」  で説明されているサービス品質 （QoS） 要
件を満たします。

注意 : XOCP ビジネス プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本リ リースよ り
非推奨になり ました。 代替機能に関する詳細については、 『WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

サンプルの WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンは、 ハブ、 バイヤ、 ト レー
ディ ング パートナである  2 つのサプライヤからなる  4 つのビジネス  エンティ
テ ィ をデプロイ します。 ただし、 このシナリオではサプライヤが GCS 外の別々
のマシンで独自のソフ ト ウェアを実行する ト ポロジが求められますが、 サンプル

を使いやすくするためにサンプルの WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンでは
すべてのエンティテ ィが同じマシンに配置されます。 ク ラスタ環境でこのコード

を実行する方法の詳細については、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプ

ロイ メ ン ト 』 を参照して ください。

独自の設計に B2B Integration 機能を組み込む方法の詳細については、『WebLogic 
Integration チュート リ アル』 の 「サンプルについて」 の 「B2B Integration」 を参
照して ください。
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Application Integration アダプタを使用した ERP 
システムの統合

ERP 発注システムと統合するために、 サンプルの WebLogic Integration アプリ
ケーシ ョ ンでは Application Integration アダプタを使用します。 バイヤ側では、
イベン ト  アダプタを使用して発注を  ERP システムに追加します。 また、 サービ
ス  アダプタを使用して、 選択したサプライヤから受信した発注確認書に基づい
て発注を更新します。

Application Integration アダプタの詳細については、 『WebLogic Integration チュー

ト リ アル』 の 「サンプルについて」 の 「Application Integration と  Data 
Integration」 を参照して ください。

Data Integration を使用したデータ  ト ランスフォー
メーションの管理

XML-バイナ リおよびバイナリ -XML のデータ  ト ランスフォーメーシ ョ ンを処
理するために、 サンプルの WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンでは Data 
Integration の機能を使用します。 WLIS_SupplierPOPrivate ワークフローでは、
以下の変換が実行されます。

� 発注の場合 : XML データからバイナ リ  データ

� 発注確認書の場合 : バイナ リ  データから  XML

Data Integration の詳細については、 『WebLogic Integration チュート リ アル』 の

「サンプルについて」 の 「Application Integration と  Data Integration」 を参照して
ください。
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